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裁

判

官

の

径

路

緒

言

司
法
に
於
て
最
も
重
ん
す
。へ
き
は
人
で
あ
る
。
制
度
に
し
て
飲
く
る
所
あ
る
も
、
人
を
得
れ
ば
之
を
補
ふ
て
飴
あ
り
、
完
備
せ
る

組
織
と
錐
も
人
を
得
ざ
れ
ば
其
の
効
能
を
発
揮

す
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
至
る
似
精
巧
な
る
制
度
を
有
す
る
佛
蘭
西
か
却

つ
て
非
護
を

買
ひ
、
何
等
統

一
的
組
織
な
き
英
國
が
内
外

の
賞
讃
を
博
し
た
こ
と
は
、
此

の
消
息
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
。
故
に
優
秀
に
し
て
公

平
な
る
裁
判
官
を
獲
得
し
、
共
の
独
立
を
確
保
し
得
る
と
否
と
は
、
司
法
制
度
死
活
の
問
題
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
、
大
陸
及

び
英
國
に
於
け
る
裁
判
官
か
如
何
な
る
方
法
に
依

つ
て
選
任
待
遇
さ
れ
て
ゐ
る
か
、
且
つ
又
、
之
等
の
制
度
が
如
何
な
る
裁
判
官
を

獲
得
し
つ
」
あ
る
か
を
柳
か
槍
討
し
て
見
や
う
。

一

裁

判

官

の

概

念

さ
て
此
の
問
題
に
入
る
に
先
立
ち
、
最
初
に
裁
判
官
と
し
て
観
察
せ
ら
れ
る
人
の
範
囲
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
何
と
な
れ

ば
大
陸

の
裁
判
官
と
英
國

の
裁
判
官
と
は
著
し
く
其

の
趣
を
異
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

大
陸
に
於
て
は
裁
判
官
は

一
定
の
法
律
的

豫
備
教
育

・
試
験

・
試
補
修
習
を
経
た
る
後
に
任
命
さ
れ
、
且
つ
絡
身
官
に
し
て
、
其
の
行
ふ
べ
き
職
務
の
範
囲
も
精
確
に
定
つ
て

ゐ
る
が
故
に
、
法
律
的
説
明

を
侯
た
す
し
て
、
裁
判
官
の
観
念

は
明
瞭

で
あ
る
。
然
し
英
國
に
於
け
る
裁
判
官

の
概
念
は
、
之
を
把

裁

判

官

の
径

路

(
田
村
)

(第
六
巷

笛
二
號

一
八
一
)

三



裁

判

官

の

径

路

(
田
村
)

(第
六
巷

第
二
號

一
八
二
)

四

握
す
る
に
甚
し
き
困
難
を
感
す
る
。

即
ち
英
國

の
J
u
d
g
eは
專
属
的
に
裁
判
事
務
に
從
事
す
る
機
關
に
し
て
法
律
的
に
豫
備
教
育

を
受
け
た
る
と
或
は
素
人
た
る
と
、
叉
本
職
た
る
と
象
職
た
る
と
、
有
給
な
る
と
無
給
な
る
と
を
問
は
ぬ
。
然

も
全
体

に
対
す

る
統

一
的
職
業
的
な
名
構
に
非
す
し
て
、
全
く
形
式
的
に
其

の
中

一
部
分

の
み
が
J
u
d
g
eと
呼
ば
れ
る
と
い
ふ
こ
と
を
特
に
念
頭
に
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
英
國
の
裁
判
官
が
大
陸
の
裁
判
官
と

一
致
す
る
は
極
め
て
小
部
分
に
限
り
、
法
律
的
豫
備
教
育
を
受
け

專
属
的
に
刑
事
及
び
民
事
の
裁
日判
を
爲
す
権
限

を
與

へ
ら
れ
た
る
絡
身
官
に
し
て
、
本
職
た
る
裁
判
官

の
み
が
、
両
国

法
律
制
度
に

於
て

一
致
す
る
裁
判
官
と
い
ふ
事
を
得
る
。
英
國
に
於
て
は
此
の
本
職
裁
判
官

の
外
に
象
職
的
名
恐
口職
的
裁
判
官
が
あ
る
。
例

へ
ば

辯
護
士

を
本
職
と
す
る
或
種
の
裁
判
官
(市
邑
裁
判
所
判
事
)
及
び
素
人
に
し
て
無
給
な
る
多
く
の
治
安
判
事
の
如
き
之
で
あ
る
。
而

し
て
之
等
は
英
國
の
見
解
に
依
れ
ば
、
裁
判
官
た
る
こ
と
疑
な
け
れ
ど
も
、
共
の
本
職
は
瑠
護
士
若
く
は
讐
師

・
宗
教
家

・
地
主
等

に
し
て
純
粋
の
裁
判
官

の
特
質
を
示
さ
ビ
る
が
故
に
、
茲

に
述
ぶ
る
所
は
其

の
範
囲
を
本
職
た
る
裁
判
官
-

即
ち
上
級
判
事
、
州

裁
判
所
判
事
、
警
察
裁
判
所
判
事
ー

1
の
み
に
限
定
す
る
。

0ゆ

司
法
資
料
第
四
四
號
五
頁
ー

一
〇
頁
、
第
四
五
巷

一
頁
1

=

一頁

。
術
英
國

に
於

て
は
J
u
d
g
eの
外

に
M
a
s
t
e
r(書
記
長
)
、
C
h
i
e
f
-
C
l
e
r
k

(
首
席
書

記
)
、
R
e
g
i
s
t
r
a
r

(
録
事

)
、
O
f
f
i
c
i
a
l
 
R
e
f
e
r
e
e

(
仲
裁

官
)
等
職
務

上
は
全
く
剣
事
が
な
す
べ
き
任
務
を
負
憺
し
そ
れ
故

に
廣

い
範
囲

に

於

て
判
決
権

や
決
定
権

を
行
使

す
る
者
あ
れ
ど
も
之

等
は
英
國

の
法
律
的
見
解
に
從

へ
ば
常

に
到
事

に
薦
し
な

い
の
で
あ
る
。
爾
後
な
さ
ん
と
す

る
考
察

の
範
囲

か
ら
は
判
事
的
職

能
を
有
す
る
之
等

の
官
吏
を

も
除
外
す

る
こ
と
勿
論

で
あ

る
。

二

裁

判

官

の

任

命



①

判
事
の
任
命
に
關
し
大
陸
と
英
國
と
に
於
て
は
全
く
共
の
趣
を
異
に
す
る
。
英
國
に
於
て
は
判
事
は
辯
護
士

の
中
か
ら
選
任

さ
れ
る
け
れ
ど
も
大
陸
に
於
て
は
藩
護
士
の
職
と
判
事

の
職
と
は
二
つ
の
別
個
の
職
業
で
あ
る
。
判
事
は
辯
護
士

・
署
師
と
殆
ん
ど

同
様
な
方
法
に
於
て
共

の
仕
事
に
対
す

る
訓
練
を
受
け
る
。
即
ち
法
律
的
豫
備
教
育

・
試
験
及
び
試
補
修
習
を
維
て
裁
判
官

と
な
り

叉
裁
判
官
は
絡
身
官
に
し
て
最
初
下
級

の
地
位
に
置
か
れ
、
そ
れ
よ
り
上
級

の
地
位
に
漸
次
昇
進
す
る
も
の
な
る
が
故
に
裁
判
官

の

職
は

一
つ
の
進
路
で
あ
る
.、
判
事

の
職
に
蜀
す
る
志
願
者

の
選
択
と
訓
練
に
關
し
最
も
精
巧
な
制
度
を
規
定

せ
る
は
獨
逸
に
し
て
、

其

の
制
度
は
我
國

の
制
度
に
酷
似
し
て
ゐ
る
。

(嚴
格
に
い
へ
ば
我
國
の
制
度
が
獨
逸

の
制
度
に
よ
く
似
て

ゐ
る
)
。
獨
逸

に
於
て

は
判
事
に
任
命
せ
ら
る
瓦
爲
に
は
二
回
の
試
験
を
維
る
こ
と
を
要
す
る
。
第

一
回
の
試
験
を
受
け
得
る
資
格

と
し
て
は
大
學
に
於
て

三
年
聞
法
律
學
を
修
め
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
普
魯
西
亜
に
於
て
は
第

一
回
の
試
験
は
六
週
聞
以
内
に
完
成
さ
る
。へ
き
法
律
問

題
に
關
す
る
自
宅
論
文
(
H
a
u
s
l
i
c
h
e
 
A
r
b
e
i
t
)

四
科
目
の
筆
記
試
験
及
び
法
律
の
大
部
分
の
領
域
に
亘
る
口
述
試
験
よ
り
成
る
。
此

の
試
験
に
合
格
せ
る
者
を
R
e
f
e
r
e
n
d
a
r

(
司
法
官
試
補
)
と
呼
ぶ
。
そ
れ
か
ら
三
年
聞
法
律
の
種

々
の
部
門
に
於
け
る
實
務
を
修
習

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
普
魯
西
亜
に
於
て
は
此
の
實
務
修
習
時
代
は
六
期
に
分
た
れ
裁
判
所
附
と
し
て
此
の
期
悶
を
維
過
す
る
。
但

②

し
其

の
中

一
期
は
辯
護
士

叉
は
公
證
人

事
務
所
に
於
て
過
し
得
る
。
現
制
度
は
労
働
法
の
分
野
に
於
け
る
数

ケ
月
の
修
習
を
附
加
し

て
ゐ
る
。
R
e
f
e
r
e
n
d
a
r

に
し
て
其

の
行
跡
思
は
し
か
ら
ざ
る
場
合
若
く
は
其
の
仕
事
に
於
て
充
分
な
る
成
績

を
墨
け
得
ざ
る
場
合
、

司
法
大
臣
は
懲
戒
塵
分
に
付
す
る
か
若
く
は
其
の
職
を
免
じ
得
る
。
此
の
實
務
修
習
時
代
は
普
通
無
給
で
あ
る
が
少
数

の
者
は
事
情

に
依

つ
て
は
僅
か
の
報
酬
を
受
け
得
る
こ
と
X
な

つ
て
ゐ
る
。
此
の
實
務

の
修
習
が
絡
る
と
R
e
f
e
r
e
n
d
a
r

は
高
等
地
方
裁
判
所
長

裁
判

官

の
裡

路

(田
村
)

(第
山ハ
巷

第

習
號

一
八
一二
)

五



に
対
し

第
二
回
目
の
受
験
を
出
願
し
得
る
。
此
の
試
験
は
普
通

一
片

の
法
律
に
關
す
る
論
文
を

以
て
始
ま
る
。
此

の
論
文
は
事
務
修
習
時
代
に
完
成
し
た
る
研
究
調
査
を
以
て
充
た
し
て
可
と
さ
れ
る
。
次
に
多
く
の
實
際
上
の
事

件
を
解
き
、
最
後
に
口
述
試
験
を
以
て
絡
御
。
要
す
る
に
此
の
試
験
は
實
務
的
の
も
の
に
し
て
法
律

の
運
用
に
於
て

一
つ
の
独
立
せ

る
地
位
を
託
さ
れ
て
、
首
尾
よ
く
其
の
任
を
果
し
得
る
や
否
や
を
決
す
る
に
あ
る
を
以
て
、
該
裁
判
長
は
其

の
修
習
期
間
を
満
足
に

終

へ
た
と
認
め
た
る
場
合
は
彼
を
推
薦
し
得
る
。
然
し
最
後

の
決
定
権
は
司
法
大
臣
に
あ
る
。
此
の
第

二
回
目
の
試
験
に
合
格
せ
ざ

る
者
は
更
に

一
度
だ
け
再
試
験
、を
受
け
得
る
.、

此
の
試
験
に
合
格
す
れ
ば

と
呼
ば
れ
る
。

は
凡
て
判
事
と
な
る
の
で
な
く
、
多
く
の
も
の
は
辯
護
士

と
な
る
。
故
に
辯
護
士

と
な
る
に
は
判
事
の
場
合

と
同
様
な
試
験
と
實
務

⑥

修
習
を
必
要
と
す
る
。
又
或
者
は
行
政
官
と
な
り
、
或
者
は
私
の
事
業
に
就
く
。

に
し

て
判
事
を
希
望
す
る
者

は
司
法
大
臣
が
之
を
区
裁
判
所

に
割
當
て
る
。
こ
」
で
も
亦
實
務
修
習
の
聞
は
普
通
無
給

で
あ
る
が
、
判
事
代
理

と
し
て
の
地
位
に
任
命
さ
れ
た
る
場
合
に
は
報
酬
を
受
け
る
。
斯
る

一
時
的
な
地
位
に
於
て
普
通
数
年
を
経
過
し
、

最
後
に
下
級
裁
判
所
の
判
事
に
推
薦
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
此
の
所
謂
豫
備
判
事
と
し
て
の
期
間

が
三
年
を
要
す
る
と
す

◎

れ
ば
、
正
判
事
と
な
る
迄
に
は
平
均
六
年
半
を
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

㈲

我
國

に
於

て
は
從
來
辯
護
士

に
關
し

て
は
此
の
實
務
修
習
を
必
要
と
し
な
か

つ
た
の
で
あ
る
が
最
近

の
辯
護
士

法
改

正
法
律
(
昭
和
八
、
五
、
一
、

(O
berlandes G

erichtsprasident)

G
erichtsassessor

G
erichtsassessor

G
erichtsassessor

(A
m

tsgericht)

 (H
ilfsrichter)

Preussische G
erichtsverfassung (1926). S. 135 ff. 

Schw
ister. U

ber den Stand der A
usbildung unserer jungen Juristen (1932) 24 D

eutsche R
ichterzeitung. S. 3-8. 

Preussische G
erichtsverfassung (1926) S. 138.



法
律
第
五

三
號

)
に
於

て
辯
護
士

試
補

の
制
度

を
採
用
す

る
に
至

つ
た
。

⑤
獨
逸

に
於
け
る
司
法
官

の
養
成

に
關
し

て
は
從
來
各
聯
邦

(
L
a
n
d
)
が
夫
々
到

事
養
成
規
則
な

る
も

の
を
制
定
施
行

し
て
居

つ
た

の
で
あ
る
。

然

る
に

一
九

三
四
年

二
月
十

六
日

の
司
法

の
國

(
R
e
i
c
h

)
移
転

に
關
す

る
第

一
法
律
第

五
條

に
基
き
新
に
全
國
統

一
的

の
判

事
養
成
規
則

(
J
u
s

t
i
z
a
u
s
b
i
l
d
u
n
g
s
o
r
d
n
u
n
g

)
を
布
く
に
至

つ
た
。
鼓

に
断

っ
て
置
き
度

い
こ
と
は
右
本
文

の
記
述

は
ナ
チ

ス
の
新
制
度

に
付

て
で
は
な

い
と

い
ふ

こ
と
で
あ
る
。
侮

此
の
問
題
を
取
扱

へ
る
我
國

の
文
献

と
し

て
は
齊

藤
常

三
郎

氏
「
司
法
官
及
び
辯
護
士

の
養
成

」
(
大

正
十
四
年

度
法
學
論
叢

第

十

四
巻
・
第

五
號
・
第

六
號
、
同
十
五
年

度
同
第
十

五
谷
・
第

二
號

・
第

三
號

)
な
る
論
文

が
あ
る
。
此
論
文

は
普
魯
西

亜
及
び

バ
ー
デ

ン
州

に
於

け

る
司
法
官

及
び
辯
護
士

養
成

の
蕗
制
度
を
詳
細

に
説
蓮
し
我
國

に
於

け
る
其

の
養
成

に
言
及
さ
れ
て
居

ら
れ

る
。

ナ
チ

ス
の
新
し
き
判

事

養

成
規

則

の
紹
介

に
付

て
は
同
氏

「
ナ
チ

ス
判
事
養
成
規
則
」

(
昭
和
九
年
度
法
學
論
叢
第

三
十

一
巻
第
四
號

)
及
び
關
宏

二
郎
氏
「
獨
逸
司
法
官
養
成
規

則
」
(
法
曹
會
雑
誌
第
十

三
巷
第
四
號

)を
塞

げ
得
る
。
ナ
チ

ス
の
判
事
養
成

に
關
し

て
は
大
燈
蓉

規
則

と
同
様
で
あ
る
が
其

の
趣
を
異

に
し
て
居

る
貼

は

「
養
成

の
重
鮎
を
學
問

の
知
識

よ
り
も
寧
ろ
労
働

と
精
神

的
方
面
と

に
置

い
た

こ
と
で
あ

る
。
即
ち
受
瞼
者
は
労
働

に
服

せ
る
も
の
な
る

こ
と
を
條
件
と
す

る
の
み
な
ら
ず
、
獨
逸

精
艸
を
十
分
包
藏

し
且
國
民
社
會
主
義

を
蓮
奉

す
る

こ
と
を
要
件
と
し
た

こ
と
で
あ
る
。
從

て
試
験
科

目

に
も
國
史
を
入
れ
た

の
で
あ

る
。
加
之
種

族
保
護

の
爲

め
他

の
種
族

に
は
到

事
た
る

こ
と
を
得

る
を
許
さ
な

い
」
と

い
ふ

こ
と
で
あ

る
。
(
齋
藤

氏
法
叢
第

三

一
巻
第
四
號
第
六
八
六
頁

)。

伊

太
利

及

び
佛

蘭

西

も
獨
逸

と
類

似

の
方

法

に
依

つ
て
判

事

を

補

充

す

る
。

即

ち

判

事

の
資

格

を

得

る
に

は
試

験

と
實

務

の
修

習

と

を
必

要

と
す

る
。

然

し
伊

太

利

に
於

て
も

佛

蘭

西

に
於

て
も

、
獨
逸

に
於

け

る
が

如

き

嚴

格

な

條

作

若

く

は
周

到

な

準
備

は
存

し

な

い
。

伊

太

利

に

於

て

は
志

願

者

は
年

齢

二
卜

二
威
以

上

三
十

一
歳

未

満

の
者

に
し

て
、

大

學

に
於

け

る
法

科

三
年

の
過

程

を

修

め

而
し
て
司
法
大
臣
に
依

つ
て
任
命
さ
れ
た
委
員
-

判
事

・
辯
護
士

・
法
科
大
學
教
授
を
以
て
構
成
す
る
ー

に
依
る
筆
記
口
述
の

裁

判

官

の

裡

路

(
田
村

)

(
第

六
巷

第

一
號

一
八
五
)

七



裁
判

官

の

径

路

(
田
村
)

(齢弟
六
巷

焼弟
一
號

一
八
六
)

へ

競
争
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此

の
試
験
に
合
格
し
た
る
者
は
普
通

(
試
補
)
と
呼
ば
れ
、
裁
判
所
附
と
し
て
三

年

の
實
務
修
習
期
問
を
維
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
伊
太
利
で
は
六
ケ
月
の
修
習
を
絡
え
れ
ば
些
末
事
件
裁
判
所
(区
裁
判
所
)
に
於

け
る

(
陪
席
判
事
)
に
任
命
さ
れ
得
る
。

が
上
級
裁
判
所
判
事
た
ら
ん
と
す
れ
ば
、

二
年
後
に
資
格
試
験
を

受
け
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
第

二
の
試
験
が
絡
る
と
七
人
の
高
級
判
事
を
以
て
構
成
せ
る
試
験
委
員
は
第

一
の
試
験
及
び
修
習
時

代

の
成
績
を
も
考
慮
し
て
等
級
表
を
作
る
。

其

の
順
位
に
從
ひ
閾
位
が
出
來
次
第

(
陪
席
判
事
)
と
し
て
任
命

さ
れ
る
こ
と
L
な
つ
て
ゐ
る
。
此
の

は
判
事
と
し
て
凡
て
の
…禮
限
を
有
し
、
且
つ
有
給

で
あ
る
。
そ
れ
に
も

拘
ら
す
此
の
時
代
は
若
き
判
事
を
成
熟
せ
し
め
ん
と
す
る

一
つ
の
試
験
期
と
考

へ
ら
れ
、
韓
任
も
正
判
事
の
場
合
の
如
く
困
難
で
は

な
い
。
斯
く
て

が
三
年
聞
其
職
務
を
執

つ
て
始
め
て

(
正
判
事
)
と
な
る
の
で
あ
る
。

佛
蘭
西
に
於
て
も
判
事
た
ら
ん
と
す
る
に
は

一
定

の
試
験
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
の
受
験
資
格
と
し
て
從
來
は
年
齢
二
十

三
歳
以
上
の
者

に
し
て
佛
蘭
西
人
た
る
身
分
及
び
公
権

を
享
有
す
る
外
た
f
法
學
士
冤
歌
と
辯
護
士

の
下
に
於
け
る
二
年
聞
の
實
務

修
習
と
が
要
求
さ
れ
て
ゐ
た
。
現
在
は
右

の
資
格
以
外
に
司
法
官
試
補

と
し
て

一
年
の
職
務
修
習
を
維
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
そ
れ
故
に
佛
蘭
西
に
於
て
は
判
事
の
資
格
は
獨
逸

や
伊
太
利
に
於
け
る
ほ
ど
嚴
格
で
は
な

い
。
試
験
は
ロ
バ
一
回
だ
け
で
あ
る
し

實
務
修
習
期
間

と
い
つ
て
も
比
較
的
短
期
間
で
あ
る
。
此
試
験
に
合
格
し
た
者
は

豫
備
判
事

に

採
用
せ
ら
れ

②る
。
然
し
豫
備
判
事
は
勝
手
に
轄
任
し
得
な
い
。
此
の
點

伊
太
利
が
此
時
代
を
修
習
時
代

の
延
長
と
看
倣
す

の
と
異
る
。
術
猫
・佛
・

伊
の
三
國
は
何
れ
も
判
事

の
採
用
に
就
き
右

の
原
則
に
対
す

る
幾
分

の
例
外
を
認
め
て
ゐ
る
。
獨
逸

に
於
て
は
大
學
法
科
の
正
教
授

uditore
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uditore
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③

は
試

験

及

び
實

務

の
修

習

な

し

に
直

ち

に
判

事

た

る

の
資

格

を

有

し
て

ゐ

る
。

伊

太

利

に
於

て

も

亦

法

科

大

學

の
教

授

及

び

十

年

間辯
護
士

の
経
験

を
有

す

る

も

の
は
直

ち

に
判

事

に
任

命

さ

れ

得

る

。

但

し

高

級

判

事

た

ら

ん

と

す

る
場

合

に

は

最

高

判

事

會

議

の
承

認

を
要

す

る
.、
佛

蘭

西

は
獨
逸

・
伊

太

利

と
異

り
多

く

の
例

外

を

認

め

て

ゐ

る
。

毎

年

判

事

塞

位

の

六
分

の

一
は
法

科

大

學

の
教

授

・

④

講

師

・参

事

院

評

議

官

・
辯
護
士

・
公
證
人

・或

種

の
行

政
官

其

他

を

以

て
充

す

こ

と

に
な

つ
て

ゐ

る
。

ω
,

伊
太
利
・
佛
蘭
西
に
於

け
る
判
事

の
任
命

に
付

て
は

司
法
省
調
査
課
「
伊
太
利

の
裁
判
所
構
成
と
鋼
事
」
(
法
曹
・曾
雑
誌
第

十
三
春

第

三
號

)

伊
太
利
及
び
佛
蘭
西
に
於

け
る
些
.末
事
件
裁
判

所
判

事
は
右

と
同
様
な
方
法
に
依

っ
て
補
充

さ
れ
ず
叉
普
通
の
判

事
の
如
き
階
級
組
識
を
構
成
し

な

い
。
故

に
此
種

の
判
事
は
上
文

の
検
討

に
於

て
之
を
除
外

す
る
。
伊
太
利
は

一
九

三
〇
年

四
月

一
七
日

の
法
律

第
四
二

一
號

に
於

て
從
來

の
制

度
を
変
更

し
、
些
末
裁
判
所
(
区
裁
判

所
)判
事

の
径
路
を
上
級
裁
判
所
判
事

の
そ
れ
と
異

る
標
準

の
下
に
置
く

に
至

つ
た
。
即
ち
此
法
律

に
依
れ

ば
大
學

法
科

の
卒
業
生
は
匠
裁
判

所
判

事
採

用
試
瞼
を
受
け
る
養
格

を
有
す

る
。
此
試
瞼

に
合
格
す
れ
ば

(試
補

)
と
呼

ば
れ

、
之
等

の

裁
判

所
で
實
務

の
修
習
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
し

て
六
ケ
月

目
に
は

(
防
席
到
事
試
補

)
と
呼
ば

れ
、
充
分
な
権
限

が
與

へ
ら
れ
職
務

上
必
ず

(
判
事
)
を
補
佐
す
る
こ
と
に
な

っ
て
ゐ
る
。
十

八
ケ
月
後

に
理
論
上
實
際
上

の
試
瞼

に
合
格
す
れ
ば

(
陪
席
判

事
)
と
呼
ば
れ
る
。

と
し

て
三
年

の
勤
務

の
後
成
績

に
依

り
控

訴
院

附
進
級
委
員
會

は
之

を

(
鋼

事
)
に
任
命
す
る
。

は
十
九
年

の
勤
務

の
後
擦

訴
裁
判
所

へ
の
昇
進
が
可
能
で
あ

る
。
此

の
昇
級
に
依

っ

て
始

め
て
高

級
判
事

の

一
員
と
な

る
の
で
あ

る
。

佛

蘭
西
に
就

て
見

る
に
治
安
裁
判

所
判
事

た
る
に
は
原
則
と
し

て
試
験
を
受
け

ね
ば
な
ら

ぬ
。

但
し
以
前
鋼
事
た
り
し
者

、

裁

判

官

の

径

路

(
田
村

)

(
第

六
巻

第

一
號

一
八
七
)

九

(C
onseiller d' E

tat)
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裁

判

官

の

征

路

(
田
村

)

(第

六
巻

第

一
號

一
八
八
)

一
〇

少
く

と
も
十

二
年
間
司
法
省

の
官
吏

た
り
し
者

は
試
験
な
し

に
直
接
任
命

さ
れ
得

る
。
試
瞼
を
受
け
る
に
は

一
定

の
資
格
i

年
齢

二
十
七
歳

以

上
に
し

て
法
學
士

の
免
歌
を
有

す
る

こ
と
、
但
し
十
年
間
市
町
村

長

助
役

参
事
院
評
議
官

商
事
裁
判
所

の
舞
判
官
た
り
し
者

に
就

て
は
此

の
免
歌

は
必
要
で

な

い
ー

及
び

三
年
間
辮
講

士
叉
は
公
謹
人
事
務
所
に
就

て
職
務

の
修

習

を

経

た

こ
と

を

嬰

す

る
。

②

只
試
験

の
成
績

抜
群
者
1

そ
れ
は
六
人
よ
り
多
く

は
な

い
ー

は
稀
に
直
ち
に
判
事

に
補

せ
ら
れ
得

る
。

③的

之
等
の
官
吏
は
大
審
院
長
の
秘
書
、
編
纂
者

の
位
階
を
有
す
る
司
法
省
の
官
吏
に
し
て
十
年
間
勤
続
せ
る
も
の
、
法
學
士
の
免

歌
を
有
せ
る
裁
判
所
書
記

に
し
て
十
年
間
勤
務
せ
る
も
の
等
で
あ
る
。

③

英
國
に
於
て
は
大
陸
に
於
け
る
と
全
く
異
り
傳
統
的
に
判
事

の
任
命
を
政
府
に
委
ね
辯
護
士

と
し
て
成
功
せ
る
人

の
澗
か
ら

之
を
選
任
す
る
。
從
つ
て
辯
護
士

と
な
る
こ
と
が
判
事
た
る
の
絶
対
要
件
で
あ
る
と
い
ひ
得
る
。
更
に
嚴
格
に

い
へ
ば
藩
護
士
に
は

二
階
級
即
ち
訟
師

と
状
師

と
が
あ
つ
て
、

一
般
的
に
は
判
事
は
杢
く
状
師

の
範
囲

か
ら
採
用
せ
ら
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
固
よ
り
此
の
例
外
は
あ
る
に
は
あ
る
が
数
ふ
る
に
足
ら
ぬ
。
而
し
て
辯
護
士

た
る
に
必
要
な
條
件
は
所
定

の
大
學

卒
業
後
叉
は
在
學
中
法
學
院

に
入
學
し
て
三
ヶ
年

の
法
律
的
豫
備
教
育
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
Σ
で
は

法
律
的
教
育
を
受
け
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
が
癬
護
士
た
る
に
恥
し
か
ら
ぬ
禮
儀
に
慣
れ
る
こ
と
が
主
な
目
的
で
合
格
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
唯

一
の
試
験
も
實
技
に
關
す
る
低

い
標
準

の
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
さ
て
英
國
で
は
判
事
は
辯
護
士

の
聞
か
ら
之
を
選
任
す
る
こ

と
に
な
つ
て
ゐ
る
が
各
個
の
場
合
に
於
け
る
任
命

の
條
件
は
其

の
問
に
差
異
あ
る
こ
と
固
よ
り
で
あ
る
。
即
ち
判
事
に
任
命
せ
ら
れ
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る
に
就
て
は
辯
護
士

を
認
許
せ
ら
れ
て
以
來

一
定
期
間

-

後

に
述
べ
る
如
く
其

の
必
要
な
期
間
は
各
判
事

の
地
位
の
異
る
に
つ
れ

て
区

々
で
あ
る
が
ー

を
維
過
し
た
こ
と
を
要
す
る
場
合
が
あ
る
し
、
叉
開
業
且
ハの
も
の
は
必
要
と
し
な
い
が
唯
登
録
を
爲
せ
ば
足

る
こ
と
も
あ
る
。
故
に
瑠
護
士
の
實
務
を
執
る
こ
と
は
判
事
に
任
命
せ
ら
る
」
條
件
で
は
な
い
が
、
此

の
こ
と
は
事
實
問
題
と
し
て

は
大
し
た
価
値

を
持
た
な

い
。
何
と
な
れ
ぜ
實
際
は
唯
永

い
闇
開
業
し
て
居
り
、
経
験
に
富
み
、
試
練
さ
れ
た
る
耕
護
士
の
み
が
判

事
に
任
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
英
國
は
大
陸
に
於
け
る
が
如
き
裁
判
機
構
に
於
け
る
責
任
あ
る

一
の
首
班
者
ー

司

法
大
臣

-

を
持
た
す
、
大
法
官
(
L
o
r
d
 
C
h
a
n
c
e
l
l
o
r

)
は
総
理
大
臣
及
び
内
務
大
臣
と
共
に
判
事
の
任
命
権
を
共
有
し
て
ゐ
る
。
細

説
す
れ
ば
次
の
如

く
で
あ
る
。
警
察
裁
判
所
判
事
は
辯
護
士

と
し
て
七
年
以
上
業
務
を
績
け
た
る
者

の
中
よ
り
内
務
大
臣
の
推
薦
に

因
り
國
王
の
任
命
す
る
所
で
あ
り
、
州
裁
判
所
判
事
は
辯
護
士

と
し
て
七
年
以
上
實
務
を
執
り
た
る
者

の
中
よ
り
大
法
官
に
依

つ
て

任
命
せ
ら
れ
る
。
高
級
判
事

の
場
合
は
辯
護
士

と
し
て
十
年
以
上
實
務
に
從
事
せ
る
者

の
中
よ
り

一
般
的
に
は
大
法
官
が
推
薦
す
る

も
の
に
し
て
、
例
外
と
し
て
総
理
大
臣
自
ら
推
薦
す
る
こ
と
が
あ
る
。
此
の
例
外
の
場
合
は
實
は
大
法
官

(
L
o
r
d
 
 
C
h
a
n
c
e
l
l
o
r

)
叉
は

高
等
法
院
長

(
L
o
r
d
 
C
h
i
e
f
 
J
u
s
t
i
c
e

)
に
就
て
で
あ
つ
て
、
前
者
は
辯
護
士

と
し
て
十
五
年
間
の
経
験
を
有
す
る
者
若
く
は
高
等
裁

判
所

(
S
u
p
r
e
m
e
 
C
o
u
r
t

)
の
判
事
を
二
ケ
年
勤
め
た
者
よ
り
、

後
者
は
辯
護
士

と
し
て
同
様
の
勤
続
年
限
を
有
す
る
者
若
く
は
高

等
法
院

(
H
i
g
h
 
C
o
u
r
t

)
判
事

一
ヶ
年
以
上
を
勤
め
た
者
よ
り
推
薦
さ
れ
、
國
王
自
ら
之
を
任
命
蛍
る
。
是
に
由
つ
て
之
を
観
れ
ば

英
國
に
於
て
は
判
事
は
法
律
的
豫
備
教
育

の
鮎
に
於
て

大
陸

の
判
事
に
及
ば
な
い
。

然
し
判
事
た
る
に
必
要
な
條
件
と
し
て
特
に

長

い
経
験
と
修
練
と
を
要
求
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
英
國

の
法
律
は
紛
綜
せ
る
制
定
法

・
慣
習
法

・
多
数

の
判
決
法
め

中
か
ら

裁
判
官

の

径

路

(
田
村
)

(第
六
巷

第

一
號

一
八
九
)

一
一



鮎
裁
判

官

の

径

路

(
田
村

)

(笛
⊥
ハ
巷

酔弟

一
號

一
九
〇
)

一
二

③
⑥

之

を
求

め
な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
が

爲

で

あ

る
。

の

に
な
る
に
は

「
各

大
學
の
法
科
を
卒
業
し

て
後

の
事
務
所

に
見
脅
事
務
員
と
し

て

四
、
五
年
勤

め
る
。
此

の
問
に
實
務

を
見
管

ひ
,
法
律
書

を
讃

ん
で
、
受
験
準
備
が
出
來

た
時

に
法
學
協
會

の
施
行
す

る

試
験
を
受
け

、

之
に
及

第
す
れ
ば
」

い
Σ
の
で
あ
る
。
穗
積
重
威
氏
「
英
國

法
制
研
究
」
(
一
一
二
頁

)

②

司
法
資
料
第

四
五
號

=
二
頁
i

三
六
頁
、
法
學
全
集
第

=

一巻
裁
判
所
構
成
法
第

一
〇
四
頁
1

=
二
〇
頁
、

⑥

穗
積
重
威
氏
「
英
國
法
制
研
究
」
コ
ニ
六
頁
。

㈲

術
米
國

の
裁
判

官
は
英
國
と
同
じ
く

一
般
的

に
は
辯
護
士

の
中
か
ら
選

任
さ
れ
て
ゐ

る
と

い

つ
て
い
Σ
が
、
其

の
選
任
方

法
は
多
く

民
選

に
よ

る
も

の
で
あ

る
。
此

の
研
究

に
就

て
は
他
日

に
譲

る
。

宮
本
英
雄
氏

「
米
國
[の
裁

判
制
度
」
法
學
論
叢
第

八
巻
第

三
號

七
二
頁
。
藤
井
新

一
氏
「
米
國
憲
法
論
」
三
九

一
頁
及
び
七
七
〇
頁

以
下
。

三

裁

判

官

の

昇

進

①

以

上

を

以

て
判

事

任

命

の
過

程

を

明

に

し

た

る

を

以

て
進

ん

で
判

事

昇

進

の
情

態

を

研
究

す

る

の
必

要
が

あ

る
。

大

陸

に

於

て

は

判

事

に

任
命

せ

ら

れ

る

こ
と

は

普

通

末

遠

き

判
事

径

路

の
最

初

の
踏

出

に

過

ぎ

な

い
。

其

の
前

途

に

は
判

然

た

る

階

級

組

織

が

展
開

し

、
共

の
各
階

級

を

通

し

て

頂
上

へ
昇

進

を

期
待

し
得

る
。

而

し

て
階

級

の
差

異

は
當

然

職

務

。
模

限

・
威

信

・

Solicitor

(T
he L

aw
  Society)

Solicitor

R
. G

. K
. E

nsor, C
ourts and

Judges in France, G
erm

any and E
ngland (1933) pp. 3-6, 23.

E
nsor. op. cit. pp, 83-84.

B
urke Shartel, Federal Judges—

 A
ppointm

ent, Supervision, and R
em

oval

-Som
e Possibilities under the C

onstitution, in M
ichigan L

aw
 R

eview
 (1929-30) pp. 485, 723, 870.



服
装

・
俸
給

の
差
異
を
件
ふ
も
の
に
し
て
控
訴
院
判
事
と
始
審
裁
判
所
判
事
と
は
斯
く
し
て
区
別
さ
れ
る
。
然

し
同
し
裁
判
所
に
於

て
も
階
級

の
区
別
が
あ
る
。
裁
判
所
に
は
各
々
所
長
あ
り
、
所
長
は
司
法
行
政
の
責
に
任
じ
、
判
事

は
部
に
分
た
れ
共
の
部
は
各
々

部
長
を
有
す
。又
同
し
仕
事
を
行
ふ
判
事

の
問

の
地
位
に
も
裁
判
所
所
在
地
の
都
鄙
に
依

つ
て
差
異
が
あ
る
。
そ
れ
故
に
佛
蘭
西
は
裁

判
所
を
其

の
所
在
都
市

の
重
要
性
に
從

つ
て
三
種
に
分
け
、
叉
地
方
に
あ
る
始
審
裁
判
所
及
び
控
訴
院
と
巴
里
に
あ
る
そ
れ
と
の
聞

に
区
別
を
置
く
。
判
事
の
職
が

一
つ
の
径
路
と
し
て
編
成
さ
れ
る
な
ら
ば
必
然
に
上
級
判
事

の
地
位
は
下
級
判
事

の
昇
進
に
依

つ
て

充
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
昇
進
は
機
械
的
過
程
で
は
な
い
。
地
位
が
高
け
れ
ば
高

い
丈
其
の
地
位

の
数
は
少

く
、
同
時
に
そ
れ
を
占

め
る
人
の
能
力
も
大
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
人
も
昇
進
を
願
は
ぬ
も
の
な
く
而
か
も
比
較
的
少
数
の
者
の
み
可
能
性
を
有
す
る
と

い
ふ
こ
と
が
昇
進
の
決
定
権
を
有
す
る
者
の
手
に
大
な
る
椹
能
を
與

へ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
昇
級
に
対
す

る
不
當
な
拘
束
と

合
理
的
要
請
、此

の
屡

々
衝
突
す
る
二
つ
の
要
求
の
間
の
要
協
を
途
げ
る
爲
に
大
陸
諸
國
で
は
多
く
の
法
規
を
設
け
て
ゐ
る
。
一
九
〇

六
年
迄
の
佛
蘭
西
に
於
け
る
判
事
の
昇
進
は
全
く
司
法
大
臣
に

一
任
さ
れ
て
ゐ
た
が
故
に
佛
蘭
西
の
裁
判
官
は
政
党
官
吏
の
手
に
渡

さ
れ
、昇
進

は
普
通
政
治
家
及
び
司
法
大
臣
に
特
別

の
関
係
を
有
す
る
者

の
支
持
に
依

つ
て
の
み
達
し
得
ら
れ
た
。
一
九
〇
六
年
八
月

一
八
日
及
び

一
九
〇
八
年

二
月

=
二
日
に
稜
布
さ
れ
た
二
つ
の
命
令
は
此
の
勲
に
就
て
判
事
に
或
る
程
度
の
保
障
を
與

へ
や
う
と
試

み
た
が
依
然
と
し
て
奮
弊
を
脱
す
る
こ
と
を
得
な
か
つ
た
。
其
の
後
の
法
令
特
に

一
九
二
七
年
七
月
二

一
日
の
命
令
1

そ
れ
は
今

術
行
は
れ
て
ゐ
る
ー

に
依
れ
ば
裁
判
所
に
於
け
る
判
事
の
地
位
は
十
二
の
範
疇
に
分
た
れ
、
判
事
は
自
分
の
直
上
の
範
疇
に
於
け

る
地
位
に
の
み
昇
進
し
得
る
。
然
し
昇
進
の
要
件
と
し
て
は
現
在
の
地
位
を
二
年
務
め
た
後
進
級
表

(
t
a
x
b
e
a
u
x
 
d
'
a
v
a
n
c
e
m
e
n
t

)

軸
裁
判
官

の

裡

路

(
田
村
)

(第
山ハ
巻

焼弟
一
號

一
九

一
)

一
三



裁

判

官

の

裡

路

(
田
村
)

ハ第

六
巷

第

一
號

一
九

二
)

一
四

に
登
録
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
。
此
の
進
級
表
の
作
成
に
は
非
常
に
複
雑
な
手
續

を
要
し
、
控
訴
院
長
は
毎
年
共
の
管
内
に
於
て
昇

級

せ
し
む
べ
き
制
事
の
名
を
成
績
順
に
排
列
し
、且
つ
各
判
事
に
關
す
る
詳
細
な
報
告
を
之
に
添
附
し
て
司
法

大
臣
に
提
出
す
る
。而

し
て

一
の
詮
衡
委
員
倉
-

大
審
院
長
・検
事
総
長
・大
審
院
制
事
(
四
人
)
・司
法
省
の
官
吏

(
四
人

の
局
長
)
を
以
て
構
成
す
ー

が

右
の
推
薦
と
報
告
と
を
基
礎
と
し
て
進
級
表
を
作
成
す
る
。
司
法
省

の
官
吏
は
司
法
大
臣
の
直
接

の
部
下
で
あ

る
か
ら
司
法
大
臣
は

進
級
表

の
起
草
に
際
し
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
。こ
れ
よ
り
前

一
九
〇
六
年
及
び

一
九
〇
八
年
の
二
つ
の
法
令
に
於
て
は
、此

の

表
に
登
録
せ
ら
れ
た
者

の
中
よ
り
進
級
者
を
物
色
す
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
、
司
法
大
臣
の
掌
中
に
は
未
だ
昇
進
に
關
す
る
重
要
な

る
決
定
樺
が
幾
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。
斯
く
し
て
判
事

の
中
に
は
毎
年
該
表
に
其

の
名
を
登
録
さ
れ
、
而

も
昇
進
を
受
け
得
な

か
つ
た
も
の
も
あ
つ
た
が
、司
法
大
臣
の
此
の
権
限

は
次
第
に
縮
少
せ
ら
れ
、
現
在
で
は
提
出
さ
れ
た
三
名

の
判
事

の
中
よ
り

一
名
を

選
択

す
る
こ
と
に
制
限
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
の
三
名

の
判
事
の
物
色
は
勿
論
詮
衡
委
員
會
に
よ
つ
て
進
級
表

に
登
録
さ
れ
た
者

の
中
よ

り
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
此
の
任
命
制
度
は
大
審
院
判
事

・
控
訴
院
長
に
は
適
用
さ
れ
な
い
し
叉
巴
里
裁
判
所
長
に
も
適
用
さ
れ
な

②

い
。
之
等
の
地
位
に
対
す

る
司
法
大
臣
ω
決
定
椹
は
大
審
院
判
事
を
推
薦
す
る
場
合
を
除
い
て
は
別
に
制
限
は
な
い
が
、
他
の
閣
僚

ヨ

　
　

と
協
議

の
結
果
決
め
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
佛
蘭
西
に
於
け
る
判
事

の
昇
進
は
次
の
條
件
に
依
つ
て
支
配
さ
れ
る
。

ω

一
つ
の
地
位
に
数
年
勤
め
る
に
非
ざ
れ
ば
上
級
の
地
位
に
昇
進
し
得
す
。
而
し
て
北
ハの
昇
進

の
範
囲
に
は
如
何
な
る
時
に
於
て

も
制
限
が
あ
る
。

@

北
ハの
昇
進
を
決
定
す
る
主
た
る
要
素
は
上
官
に
依

つ
て
爲
さ
れ
る
評
慣
で
あ
る
。
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昇

進

し

得

る
爲

に

は

一
つ

の
詮

衡

委

員
會

が

昇

進

に
俊

す

る

旨

を

決

定

す

る

こ

と

を

要

す

る

。

ω

曾

て

判

事

の
昇

進

に

關

し

大

な

る
決

定

椹

を

有

し

て

ゐ
た

司

法

大

臣

は

今

や
自

分

の
前

に

提

出

さ

れ

た

三
名

の
判

事

の
中

か

ら

一
名

を
選
択

す

る

こ
と

に

制

限

さ

れ

て

ゐ

る

。

困

最

後

に

進

級

表

へ
の
登

録

は
必

然

の
昇

進

を
意

味

す

る

の
で

は

な
く

且

つ
最

も

重

要

な

る
地

位

の
若

干
は

普

通

の
規

則

に

ょ

っ

て

支
配

さ

れ

な

い
と

い
ふ

こ

と

で
あ

る
。

①

此
の
委
員
會

は
大
審
院
長
・
大
審
院
判
事

に
依

り

選
基

せ
ら
れ
た
二
人

の
判
事
・
控
訴
院
長
・第

】
審
公
判

裁
判
所
長
に
し
て

該
裁
判

所
判
事
に

依

つ
て
選
挙
・せ
ら
れ
た
も
の

一
人
を
以

て
構
成

す
る
。

②

大
審
院
判
事

の
任
命
は
巴
里
控
訴
院
長
.
同
部
長
・
同
検
事
長
、
巴
里
裁
判

所
長
、
司
法
省

の
局
長
と
し
て
五
年
間
勤
続

せ
る
者

に
し

て
曾

て
判

事
た

り
し
者
、
法
科
大
學

の
教
授

に
し

て
少
く
と
も
十
年

閥
勤
続

せ
る
者
、
参
事
若
く
は
大
審
院

の
辯
護
士

に
し

て
少
く
と
も

二
十
年

の
経
瞼

を

有

せ
る
者
等

の
問
か
ら
之
を
爲

す
(
一
九

一
九
年
四
月

二
八
日

の
法
律

)
。 S
h
a
r
p
,
 
T
h
e
 
F
r
e
n
c
h
 
C
i
v
i
l
 
S
e
r
v
i
c
e
 
(
1
9
3
1
)
.
 
p
.
 
3
4
9
.

⑥
p
l
o
s
c
o
w
e
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
 
p
p
.
 
2
7
5
-
7
8
.

伊
太
利
は
多
く
の
鮎
に
於
て
佛
蘭
西
類
似

の
昇
進
方
法
を
用
ひ
て
ゐ
る
が
、
共
の
組
織
は

一
暦
複
雑
で
あ

る
。
既
に
述
べ
た
る
が

如
く
第

二
の
試
験
に
合
格
し
た
者
は
g
i
u
d
i
c
e
 
a
g
g
i
u
n
t
o

(陪
席
判
事
)
と
呼
ば
れ
、
三
年
後
に
管
轄
控
訴
院
判
事
委
員
會

の
推
薦

が
あ
れ
ば
正
判
事
と
し
て
の
地
位
に
昇
進
し
得
る
。
此
の
推
薦
は
佛
蘭
西
に
於
け
る
と
同
様
、
其

の
上
官
の
報

告
に
基

い
て
な
す
。

該
委
員
會
が
昇
進
に
債
せ
す
と
決
定
せ
る
場
合
は
其
の
上
級
判
事
委
員
會
ー

伊
太
利
に
於
て
は
十
人
の
最
高
判
事
を
以
て
構
成
す

裁

判

官

の

径

路

(
田
村

)

(第

六
巷

第

一
號

一
九

三
)

一
五



裁

判

官

の

径

路

(
田
村
)

(第

六
巻

第

一
號

一
九
四
)

=

ハ

ー

に
該
決
定
に
対
す

る
抗
告
を
爲
し
得
る
。
佛
蘭
西
の
場
合
と
異
り
第

一
審
公
判
裁
判
所
判
事
の
任
命
に
關
し
て
は
司
法
大
臣
の

決
定
権

を
制
限
す
る
規
定
は
何
等
存
在
し
な

い
。
然
し
上
訴
裁
判
所

へ
の
昇
進
に
就
て
は
詳
細
な
規
定
が
置
か
れ
て
ゐ
る
。
控
訴
院

に
於
け
る
闘
位
の
十
分
の
四
、
大
審
院
に
於
け
る
闘
位
の
全
部
に
対
し

て
は
毎
年
競
争
が
行
は
れ
る
。
控
訴
院
判
事
た
る
が
爲
に
は

少
く
と
も
十
八
年

の
勤
続
と
管
轄
控
訴
院
判
事
會
議
の
賛
意
と
を
必
要
と
す
る
。
大
審
院
判
事
た
る
が
爲
に
は
少
く
と
も
控
訴
院
判

事
と
し
て
四
年

の
勤
続
が
必
要
で
あ
る
。
昇
進
を
決
定
す
る
方
法
は
佛
蘭
西
と
殆
ん
ど
差
異
は
な

い
。
控
訴
院
に
於
け
る
闘
位
の
十

つ

分
の
六
は
毎
年
進
級
表
か
ら
補
職
せ
ら
れ
る
。
此
の
表
は
最
高
判
事
會
議
に
依
つ
て
必
要
に
應
じ

て
,ー

佛
蘭
西
に
於
て
は
毎
年
で

あ
る
が
ー

作
成
さ
れ
る
。
年
長
と
い
.勘
こ
と
が
此
表

へ
の
登
録
を
決
す
る
主
な
要
素

の

一
と
な
り
、
勤
続

年
限
の
最
も
長
い
も
の

百
五
十
名
に
の
み
適
用
す
る
の
で
あ
る
。
進
級
は
普
通
昇
進
に
債
す
る
と
考

へ
ら
れ
た
候
補
者

の
排
列
順
序

に
從
ふ
。
但
し
最
高
判

事
の
地
位
は
佛
蘭
西
に
於
け
る
と
同
様
普
通
の
規
則
に
從
は
な
い
。

大
審
院
の
院
長
・部
長
及
び
控
訴
院
長

の
地
位
は
大
審
院
に
於

て
少
く
と
も
三
年
間
勤
続

せ
る
判
事

の
中
よ
り
内
閣
會
議
を
経
て
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
Q
此
の
こ
と
は
伊
太
利
に
於
て

も
佛
蘭
西
と
同
様
昇
進
に
就
て
政
治
的
影
響
を
完
全
に
排
除
す
る
を
好
ま
な
か
つ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
術
右
の
結
論
は
司

法
大
臣
に
昇
進
に
關
す
る
大
な
る
決
定
椹
を
與

へ
る
次
の
事
實
に
依

つ
て
も
支
持
さ
れ
得
る
。
第

一
審
公
判
裁
判
所
の

一
つ
か
ら
他

曾

の
階
級

へ
の
昇
進
は
全
く
司
法
大
臣
の
掌
中
に
あ
る
。
控
訴
院

へ
の
昇
進
さ

へ
必
す
し
も
進
級
表
に
排
列
さ
れ
た
順
序
に
於
て
な
す

を
要
し
な

い
。
特
に
緊
急
の
場
合
に
は
必
す
し
も
此
の
排
列
の
順
序
に
拘
束
さ
れ
な

い
。
然
し
此
の
所
謂
「
緊
急
の
場
合
」
の
判
断
者

は
大
臣
自
身
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
閾
位

へ
の
競
争
を
裁
断
す
る
委
員
會

の
評
価
も
亦
決
定
的
の
も
の
で
は
な
い
。



そ
れ
は
司
法
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
此
の
場
合
選
抜
の
窯
に
法
規
違
反
の
な

い
限
り
、
該
評
慣
に
認

可
を
與

へ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な

つ
て
ゐ
る
が
此
の
法
規
違
反
の
唯

一
の
審
判
者
が
再
び
司
法
大
臣
で
あ

る
。
敏
に
於
て
彼
は
自

②

分
の
嫌
悪
す
る
者
を
、
此

の
理
由
を
以
て
拒
み
得
る
の
で
あ
る
。

ω

此
の
委
員
會
は
控
訴
院
長
、
検
事
長
、
三
人
の

を
以
て
構
成
す
る
。

②

獨
逸

は
判
事

の
昇
進
に
關
し
斯

る
複
雑
な
規
則
方
法
を
有
し
な
い
。
司
法
大
臣
は
如
何
な
る
地
位
に
如
何

な
る
判
事
を
昇
進
さ
せ

よ
う
と
自
由
で
あ
る
。
或
る
聯
邦
i

例

へ
ば
ヴ

ル
テ
ン
ベ
ル
ビ
、
ブ

レ
ー
メ
ン

ー

に
於
て
は
閾
位
が
出
來
た
裁
判
所
は
候
補

者
を
推
薦
し
得
る
。
然
し
政
府
は
此
の
推
薦
に
拘
束
さ
れ
な

い
。
其
の
他
の
所
で
は
此
の
手
續
さ

へ
も
存
し
な

い
の
で
あ
る
。
判
事

の
昇
進
は
必
然
的
の
も
の
で
も
な
い
し
、
又

一
つ
の
地
位
に

一
定
期
間
勤
続

し
て
初
め
て
他

の
地
位
に
進
級
す
る
と
い
ふ
の
で
も
な

い
。

一
介

の
青
年
区
裁
判
所
判
事

が
大
審
院
長
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
然
し
斯
る
こ
と
は
行
政
上

の
慣
例
と
し
て

は
未
だ
之
を
見
た
こ
と
が
な

い
。
青
年
判
事
は
普
通
最
下
級
の
区
裁
判
所
判
事
と
し
て
踏
出
し
、
基
虜
に
数
年
聞
留

つ
て
始
め
て
最

初
の
進
級
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
約
十
年
の
後
地
方
裁
判
所

の
或
部
の
部
長

と
な
り
得
る
。其
の

後
高
等
地
方
裁
判
所

判
事
に
昇
進
し
得
る
。
此
の
裁
判
所
の
判
事
は
大
抵
は
年
齢
五
十
歳
を
超
え
た
人
で

あ
つ
た
が
、
近
頃
は
少
し
は
若
く
て
も
必
要
な
能
力
さ
へ
あ
れ
ば
可
能
に
な
つ
て
來
て
ゐ
る
。
但
し
獨
逸

に
於
け
る
ナ
チ
ス
の
新
制

度
が
之
等
の
慣
例
に
如
何
な
る
効
果
を
齎
し
た
か
は
術
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。
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③

之
に
反
し
英
國
に
於
て
は

一
度
び
判
事
に
任
命
さ
れ
る
や
、其

の
地
位
を
上
級

の
地
位

へ
の
飛
び
石
と
見
る
者
は
稀
で
あ
る
。

殊
に
州
裁
判
所
判
事
叉
は
高
等
法
院
長
に
任
命
さ
れ
た
る
場
合
、
其

の
任
命
は
普
通
其
の
人
の
経
歴
の
頂
貼
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く

英
國

の
判
事
は

一
般
的
に
は
下
級

の
地
位
か
ら
上
級

の
地
位
に
漸
次
昇
進
す
る
と
い
ふ
に
非
ざ
る
を
以
て
大
陸
に
於
け
る
如
き
判
事

の
径
路
と
い
ふ
も
の
は
存
し
な
い
。
之
は
英
國
裁
判
所
構
成
の

一
特
徴
を
爲
す
も
の
で
あ
る
。
然
し
之
を
以
て
全
く
判
事

の
維
歴
は

な

い
も
の
叉
何
等

の
昇
進
も
存
し
な
い
も
の
と
速
断
し
て
は
な
ら
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
此
の
問
題
も
亦
凡
て
の
判
事
に
就
て
統

一
的
に

答

へ
る
こ
と
は
出
來
な
い
か
ら
で
あ
る
。
今
次
に
警
察
裁
判
所
判
事
、
州
裁
判
所
判
事
、
上
級
裁
判
所
判
事

の
各
の
場
合
を
考
察
し

て
み
や
う
。
之
等
三
種

の
判
事

の
聞
に
は
互
に
何
等
昇
級
の
関
係

は
な

い
。
警
察
裁
判
所
判
事
及
び
州
裁
判
所
判
事
が
高
級
判
事
に

昇
進
す
る
こ
と
は
事
實
上
行
は
れ
て
ゐ
な

い
し
叉
警
察
裁
判
所
判
事
と
州
裁
判
所
判
事
と
の
聞
に
於
て
も
實
際
昇
進
と
云
ふ
こ
と
は

全
然
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
專
門
主
義
が
行
は
る
」
が
爲
で
警
察
裁
判
所
判
事
は
實
質
上
刑
事
判
事
に
し
て
民
事
判
事
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。
叉

一
人

の
州
裁
判
所
判
事
の
地
位
は

一
径
路

の
絡
鮎
と
な
り
之
れ
以
上
昇
り
得
な
い
こ
と
は
既
に

一
言
し
た
。
然
し

警
察
裁
判
所
判
事
に
就
て
は
州
裁
判
所
判
事
の
間
程
う
ま
く
は
云

へ
な
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
警
察
裁
判
所
判
事
間
に
は

一
方
に
地
方

に
於
け
る
地
位
が
あ
り
、
地
方
に
中
央
に
於
け
る
地
位
か
あ

つ
て
之
等
は
其
の
地
位
と
俸
給
と
に
於
て
非
常

の
差
異
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
樹
更
に
最
も
重
要
な
判
事
團
た
る
高
級
判
事
團
間
の
場
合
に
は
事
情
が
全
く
異

る
。
高
級
判
事
中
に
は
各
種

の
地
位
が
あ
つ

て
之
等
は
五
に
上
下
の
階
級
的
関
係

に
立
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
高
等
裁
判
所
の
判
事
は
貴
族
院
(上
院
)議
員
に
任
命
さ
れ
る
の
み



な
ら
す
、
高
等
裁
判
所
そ
の
も
の
」
中
に
於
て
も
高
等
法
院

の
判
事
は
控
訴
裁
判
所
判
事
に
昇
進
し
得
る
。
此

の
こ
と
は
共

の
地
位

に
差
あ
る
貴
族
院

の
職
務
判
事
と
其
の
他
の
判
事
と
の
間
、
高
等
法
院

の
各
部
の
部
長
と
共

の
他

の
判
事
と

の
閻
に
も
亦

い
ひ
得
る

こ
と
で
あ
る
。
夫
故
に
高
等
法
院

の
判
事
に
任
命
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
決
し
て
其

の
径
路
の
絡
黙
を
爲

す
も
の
で
は
な
く
却

つ

て

一
暦
昇
進
す
る
の
途
が
開
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
高
等
法
院
の
判
事
は
普
通
辯
護
士

よ
り
直
接
採
用
せ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
術
鼓
で
例
外
と
し
て
高
調
さ
る
べ
き
は
高
等
法
院
長

(
L
o
r
d
 
C
h
i
e
f
 
J
u
s
t
i
c
e

)1

同
時
に
刑
事
控
訴
裁
判
所
長
で
も
あ
る
I

l

の
地
位
は
皇
室
顧
問
辯
護
士
(
K
i
n
g
g
 
C
o
u
n
s
e
l
)

此
の
地
位
は
司
法
官
で
は
な
く
て
行
政
官
で
あ
る
ー

の

一
人
に
譲
ら
る

玉
こ
と
が
慣
例
と
な
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
以
上
を
以
て
州
裁
判
所
判
事
の
團
體
内
で
は
昇
進
の
許
さ
れ
ぬ
事
、
警
察
裁

判
所
判
事
の
際
に
は
此
の
昇
進
が
非
常
に
制
限
さ
れ
た
範
囲
内
で
許
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
、
高
級
判
事
の
際
に
は
此
昇
進
が
非
常
に
廣

い
範
剛
で
許
さ
れ
且
規
則
正
し
く
行
は
れ
る
こ
と
、
然
し
他
面
或
る
判
事
團
か
ら
他
の
判
事
團

へ
昇
進
す
る
こ
と
は
今
日
迄
事
實
上

行
は
れ
な
か
つ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
み
。
之
を
要
す
る
に
英
國
に
於
け
る
判
事
の
昇
進
の
量

は
大
陸

の
そ
れ
に
比

す
れ
ば
顧
み
る
に
足
る
程
の
も
の
で
は
な

い
。
か
る
が
故
に

「裁
判
官
は
昇
進
を
考

へ
る
こ
と
に
依
つ
て
自
己
の
行
動
を
左
右
せ
し

②
,

め
ら
る
曳
こ
と
な
し
」
と

い
ふ
こ
と
は
尤
な
こ
と
で
あ
る
。

①

司
法
贅
料
第
四
五
號
三
六
頁
ー
四
九
頁
。

②
E
n
s
o
r
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
 
p
.
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裁
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官
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路
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田
村
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(
第
六
巷

第

一
號

一
九

八
)

二
〇

四

裁

判

官

の

才

幹

公

正

既
に
述
べ
た
る
如
く
英
國
の
裁
判
官
は
、
其

の
職
業
上
の
閲
歴
に
於
て
、
老
熟
に
於
て
、
経
験
に
於
て
、
常
に
最
高
に
在
る
最
も

評
判
よ
き
第

一
流

の
辯
護
士

よ
り
選
任
せ
ら
れ
る
が
故
に
才
幹
廉
潔
何
れ
の
鐵
に
於
て
も

一
般
に
國
民
の
信
用
を
得
て
ゐ
る
。
し
か

の
み
な
ら
す
彼
等
は
後
に
述
。へ
る
如
く
極
め
て
高

い
俸
給
を
受
け
且

つ
員
数
の
小
数
な
る
事
も
之
等
の
條
件

と
相
侯
つ
て
裁
判
官

の

肚
倉
的
地
位
を
重
か
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。

撚
る
に
大
陸
諸
國
は
判
事

の
任
命
及
び
昇
進
に
關
し
複
雑
な
規
定
を
設
け
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
す
其
の
質
に
於
て
悉
く
優
秀
な
り
と

い
ひ
得
す
、其
の
能
力
の
黙
に
關
し
て
は

一
般
に
疑
を
持
た
れ
て
ゐ
る
し
、其
の
政
椹
よ
り
の
独
立

の
鮎
に
就
て
も
不
信
用
を
買
つ
て

ゐ
る
事
は
明
白
で
あ
る
(
独
立
の
黙
に
關
し
て
は
後
述
す
る
)。
然
し
其
の
公
正
の
貼
に
於
て
は
絶
対
的
無
條
件
的
な
信
頼
を
受
け
て

ゐ
る
。
上
官

の
監
督
と
訓
練
と
か
此
の
公
正
維
持
の
主
た
る
要
素

の

一
で
あ
る
。
即
ち
佛
・猫
・伊
に
於
け
る
判
事
は
種

々
の
歓
鮎
あ

り
と
難
も
公
正
と
い
ふ
長
所
を
有

つ
て
居
り
、
公
衆
も
其
の
廉
潔
に
対
し

信
頼
を
置

い
て
ゐ
る
こ
と
は
事
實

で
あ
る
。
然
し
裁
判
官

は
公
干
で
も
あ
り
又
有
能
で
も
あ
る
と
は

一
般
公
衆
も
思

つ
て
ゐ
な

い
様
で
あ
る
。
有
能

の
士
を
判
事
と
し
て
得
難

い
こ
と
の
第

一

の
理
由
は
大
陸
の
司
法
制
度
か
非
常
に
多
数
の
判
事
を
必
要
と
す
る
と
い
ふ
所
に
あ
る
。
左
に
大
膿
の
数
字

を
列
基
し
て
見
や
う
。

國

名

英

國

人

口

四

〇

、
○

○

○

、
O

O

O

判

事

数

、
一
七

五

ω



獨
逸

佛

蘭

西

伊

太

利

日

本

六
五
、○
○
○
、○
○
〇

四
二
、○
○
○
、○
○
〇

四
二
、○
○
○
、○
○
〇

六
四
、
四
五
〇
、○
〇
五
(但
内
地
)

一
二
、
○

○

○

②

五

、
四
〇

〇

③

四

、
三
〇

〇

働

一
、
一
四

一

◎

如
何
な
る
事
情

の
下
に
あ

つ
て
も
有
能

の
士
を
斯
く
も
多
く
獲
得
す
る
こ
と
は
非
常
な
難
事
で
あ
ら
う
。
此
の
貼
に
於
て
獨
逸

は

比
較
的
恵
ま
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
職
後

の
異
状
な
経
済
状
態

が
人
心
を
判
事
の
職
に
惹
付
け
た
か
ら
で
あ
る
。
然
し
ミ
ュ
ー
レ
ル
も

ア
デ
ィ
.
ケ
ス
も
、
高
潔
な
る
人
格
と
卓
越
せ
る
能
力
を
有
す
る
第

一
級
の
裁
判
官
は
所
要
員
数
が
斯
く
も
大
な
る
場
合
に
は
之
を
求

㈲

め
る
こ
と
が
出
來
ぬ
旨
を
力
論
し
て
ゐ
る
。
佛
蘭
西
に
於
て
も
優
秀
な
判
事
を
獲
得
す
る
の
如
何
に
困
難
な

る
か
の
事
情
に
就
て

レ

ー
カ
ー
は
い
ふ
。
「
永

い
闇
判
事
の
補
充
と
云
ふ
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
つ
た
。
而
し
て
そ
れ
は
今
日

(
一
九
二
七
年
)
で
は
殆
ん

ど
不
可
能

の
こ
と
に
な

つ
て
ゐ
る
。
所
要
人
員
百
名
に
対
し

最
後
の
試
験
に
合
格
し
た
者
は
三
十
名
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
此
の
候
補

の

者

の
不
足
が
試
験

の
標
準
を
低
下
さ
せ
る
結
果
と
な

つ
た
の
で
あ
る
」
と
。
さ
て
英
國
が
斯
く
も
少
数
の
裁
判
官
を
以
て
事
足
り
大

陸
が
之
と
全
く
反
対

の
情
勢
を
示
す
以
所

の
も
の
は
當
然
両
国

司
法
の
性
質
に
聯
關
す
る
問
題
な
る
可
く
、
此
の
種
の
比
較
は
根
本

㈲

に
於
て
或
は
不
可
能
な
事
で
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
然
し
今
其
の
最
も
主
な
る
要
素
と
目
さ
れ
る
も
の
二
三
を
指
摘
し
て
見
や
う
。

第

一
に
英
國
に
於
て
は
単
独
判
事
を
用
ふ
る
場
合
が
多

い
に
反
し
、
大
陸
に
於
て
は
最
下
級
裁
判
所
を
除

い
て
は
凡
て
裁
判
は
合

議
制
に
依
る
。
即
ち
大
陸
は
数
人
の
判
事
が
裁
決
に
關
與
す
る
こ
と
が

一
暦
正
當
な
判
決
を
保
障
し
得
る
も
の
と
信
じ
て
ゐ
る
も

裁

判

官

の

径

路

(
田
村
)

(
第
六
巷

第

一
號

一
九
九
)

二

一



裁

判

官

の

径

路

(
田
村

)

(
第

六
巷

第

一
號

二
〇
〇
)

二
二

の

」
如

く

で

あ

る
。

9

第
二
に
英
國
に
於
て
は
慣
例
上
巡
回
裁
判
所
の
制
度
を
有
す
る
に
反
し
大
陸
に
於
て
は
裁
判
所
は
決
し
て
移
動
し
な

い
。
多
数
の

始
審
裁
判
所
か
各
地
方
に
分
散
さ
れ
、
控
訴
院
さ
へ
も
地
方
的
で
あ
る
。

第
三
は
英
國
に
於
て
は
無
給
の
素
人
た
る
治
安
判
事
を
有
し
、
彼
は
陪
審
官
と
共
に
叉
は
陪
審
官
な
し
に
刑
事
事
件
の
大
牛
を
庭

理
し
、
本
職
判
事
は
残
り
の
事
件
を
取
扱
ふ
の
み
な
る
に
反
し
、
大
陸
に
於
て
は
斯
く
の
如
き
制
度
な
く
制
事
は
最
小
の
事
件
か

ら
重
大
な
犯
罪
に
至
る
迄
凡
て
の
事
件
に
關
與
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

第
四
に
英
國
に
於
け
る
豫
審
は
犯
罪
の
捜
査
と
い
ふ
よ
り
も
提
出
さ
れ
た
事
件
の
審
査
に
過
き
ざ
る
を
以

て
治
安
判
事
が
此
の
役

を
果
し
、
大
陸
に
於
け
る
豫
審
は
犯
罪
の
捜
査
を
主
た
る
任
務
と
す
る
が
故
に
專
属
の
判
事
(豫
審
判
事
)
を
し
て
之
に
充
つ
る
こ

と
を
要
す
る
。

両
戴
に
判
事
の
質
を
向
上
せ
し
む
る
爲
に
預

つ
て
力
あ
る
も
の
は
制
事
待
遇
の
問
題
で
あ
る
。
惟
ふ
に
大
陸
諸
國
に
し
て
若
し
現
在

以
上
に
判
事
優
遇
の
道
を
講
じ
て
ゐ
た

と
し
た
な
ら
ば
、
如
何
に
多
数
の
判
事
を
要
求
す
る
と
難
も
判
事
彿
底
の
悩
み
を
綾
和
し
得

働

た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
待
遇
状
態

の
大
要
を
比
較
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

普
魯
西
亜
に
於
て
判
事
の
大
多
数

(
六
〇
〇
〇
飴
)
の
俸
給
は

年
に

四
四
〇
〇
馬
ー
八
四
〇
〇
馬

(
一
一
〇
〇
弗
-

二

一
〇
〇

弗
)
、

約
二
四
〇
の
判
事
は

六
二
〇
〇
馬
!

一
二
六
〇
〇
馬

(
一
五
五
〇
弗
-
三

一
五
〇
弗
)
、

四
二
の
判
事
は

一
四
〇
〇
〇
馬

(
三
五
〇
〇
弗
)、



佛
蘭
酉
に
於
て
は
始
審
裁
判
所
に
於
け
る
判
事
の
俸
級
は
第

一
級

二
二
〇
〇
〇
法

(
八
八
〇
弗
)
、
第
二
級

二
八
〇
〇
〇
法
(
一
一

二
〇
弗
)、
第
三
級
三
五
〇
〇
〇
法
(
一
四
〇
〇
弗
)、
控
訴
院
の
判
事
は
地
方
に
於
て
は
四
七
〇
〇
〇
法

(
一
八
八
〇
弗
)、
巴
里

に
於

て
は
六
二
〇
〇
〇
法
(
二
四
八
〇
弗
)
、
大
審
院
長
は

一
五
〇
〇
〇
〇
法
(
六
〇
〇
〇
弗
)
、

伊
太
利
に
於
け
る
判
事
の
俸
給

は
最
低

一
七
四
〇
〇
リ
ラ
(
約
八
七
〇
弗
)
、
最
高
七
四
〇
〇
〇
リ
ラ
(
三
七
〇
〇
弗
)

英
國
に
於
て
は
州
裁
判
所
の
判
事
の
俸
給
か

一
五
〇
〇
　膀

(
七
五
〇
〇
弗
)
、
高
等
法
院

の
判
事
は
五
〇
〇
〇
膀

(
二
五
〇
〇
〇

弗
)
、
大
法
官
は

一
〇
〇
〇
〇
膀
(
五
〇
〇
〇
〇
弗
)
、

之
に
由

つ
て
是
を
槻
る
に
英
國
に
於
け
る
判
事
の
最
低
俸
給
た
る
民
事
判
事
(州
裁
判
所
判
事
)
の
俸
給
額
が
佛
蘭
西
に
於
け
る
判

事
の
最
高
俸
給
た
る
巴
里
大
審
院
長
の
俸
給
額
よ
り
遙
か
に
高
額
で
あ
る
こ
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

大
陸
の
判
事
の
径
路
が
有
能
な
青
年
の
心
を
惹
か
な
い
今

一
つ
の
理
由
は
小
さ
き
社
会

に
長
い
聞
暮
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
豫
想

で
あ
る
。
モ
ル
タ
ー
ラ
は

伊
太
利
に
就
て
述

べ
て
い
ふ
。

「
下
級
裁
判
所
判
事
の
生
活
の
惨
憺
た
る
状
態

は
低
い
俸
給
の
鮎
の
み

⑩

な
ら
す
、
研
鐙
と
修
養
と
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
判
事
養
成
組
織
の
諸
條
件
に
基
因
す
る
」
と
。
シ
ィ
フ
ェ
ル
は
獨
逸

の
判
事
は
人
生
の

本
流
か
ら
隔
る
こ
と
遠
く
智
的
進
歩
の
源
泉
か
ら
閉
め
出
し
を
く
つ
て
ゐ
♂

と
眩
い
て
ゐ
る
。
惟

ふ
に
英
國
の
如
く
経
験
あ
る
可
域

り
の
年
輩
者
の
中
よ
り
判
事
を
求
む
る
に
非
す
し
て
、
大
學
卒
業
直
後
の
青
年
の
中
よ
り
之
を
養
成
す
る
大
陸
諸
國
に
於
て
は
研
究

と
修
習
と
に
相
當

の
飴
裕
を
與

へ
濃
渕
た
る
希
望
と
努
力
を
以
て
向
上
の

一
路
を
目
ざ
さ
し
む
る
事
も
有
爲

の
士
を
得
る
爲
に
看
過

し
得
ざ
る
要
件
で
あ
ら
う
o

軋裁

判

官

の

征

路

(
田
村

)

(
笛
工
ハ
巷

笛
二

號

二
〇

一
)

一=
二



裁
判

官

の

径

路

(
田
村
)

(第
六
巻

第

一
號

二
〇
二
)

二
四

最
後
に
吾
々
は
佛
蘭
西
の

一
評
論
家

レ
ー
カ
ー
の
言
を
以
て
此
の
項
の
結
論
に
代

へ
や
う
。
曰
く
、

「之
等

の
國
に
於
け
る
司
法

働

制
度
改
善

の
根
本
的
要
件
は
所
要
判
事

の
数
を
思
ひ
切
つ
て
控
除
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
。
蓋
し

一
萬

二
千

の
獨
逸
判
事

の
受
け
る

俸
給
は
二
百
の
英
國
判
事
が
受
け
る
俸
給

の
割
合
に
於
て
酬
ひ
ら
れ
る
事
は
出
來
な

い
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
政
府
の
窮
迫
せ
る
豫
算

が
判
事

の
増
俸
を
困
難
な
ら
し
む
る
と
す
る
も
支
払

ふ
べ
き
員
数

の
減
少
に
依

つ
て
之
を
可
能
な
ら
し
む
る
で
あ
ら
う
。
要
す
る
に

員
激

の
減
少
は
待
遇
の
改
善
を
可
能
な
ら
し
め
、
待
遇

の
改
善
は
疑
ひ
も
な
く
よ
り
活
動
的
な
且
つ
智
能
あ
る
人
物
を
し
て
司
法
官

の
狸
路
を
選
択

せ
し
め
る
こ
と
x
な
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
判
事

の
数

の
減
少
と
云
ふ
こ
と
は
結
局
司
法
制
度
の
改
善
を
俘
ふ
に
非

ざ
れ
ば
之
を
實
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

不
幸
に
も
司
法
制
度
改
善

の
進
路
は
容
易

の
事
業
で
は
な

い
。
佛
蘭
西
は
永

い
聞
の
要
求
に
從
つ
て

一
九

二
六
年
に
地
方
裁
判
所

(
T
r
i
b
u
n
a
l
 
 
d
'
a
r
r
o
n
d
i
s
s
e
m
e
n
t

)
を
康
止
し
た
。
然
し

一
九
三
〇
年
に
は
再
び
各
地
方
の
主
張
に
基
き
之
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
。

ω

然
し
な
が
ら
英
國
に
於
て
は
既
に
述
べ
た
所
に
依
つ
て
明
な
る
如
く
大
陸
の
到
事
に
依
つ
て
果
さ
れ
る
仕
事
の
或
る
も
の
は
治
安
剣
事
や
法
律

的
訓
練
を
受
け
た
裁
判
所
書
記
に
依
っ
て
爲
さ
れ
て
ゐ
る
。

②
S
c
h
i
f
f
e
r
,
 
D
i
e
 
D
e
u
t
s
c
h
e
 
J
u
s
t
i
z
 
(
1
9
2
8
)
,
 
S
.
 
1
1
3
.

司
法
省
調
査
課

「
稠
逸
國
通
常
裁
判
所
個
数
、
管
内
人
口
及
判
事
、
辯
護
士
の
数
並
到

事
、
辯
護
士
一
人
に
対
す
る
人
ロ
調
」
(法
曹
會
雑
誌
第
十
三
巷
第
九
號
)
の
統
計
に
依
れ
ば

一
九
三
一
年
二
月
三
一
日
調
に
依
る
人
ロ
は
六
二
四

一
〇
六
〇
〇
人
、
一
九
三
三
年

一
月

一
日
現
在
に
於
け
る
判
事
数
は
九
九
七
五
名
、
別
に
大
審
院
判
事

一
〇
二
名
、
バ
イ
エ
ル
ン
最
高
法
院
到
事

二
四
名
で
あ
る
。



法
學
全
集
第

一
二
巷
裁
判
所
構
成
法
第
五
頁
。

術

こ
L
に
弗

の
藪
字

は
金
本
位
債
を
以

て
な
し

た

も

の
で

あ

る
。

五

裁

判

官

の
独
立

撚
し
な
が
ら
、
右
に
述
べ
た
が
如
き
裁
判
官

の
増
俸
、
員
数
の
減
少
等
に
依
つ
て
も
大
陸
司
法
制
度
の
根
本
的
な
弊
害
た
る
司
法

官

の
屈
從
は
排
除
さ
れ
得
な

い
で
あ
ら
う
。
裁
判
所
の
歴
史
を
見
る
に
、
大
陸
の
裁
判
官
を
し
て
行
政
椹

へ
の
從
属
か
ら
脆
せ
し
む
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裁

判

官

の

征

路

(田
村
)

(第
六
巷

第

一
號

二
〇
四
)

二
六

る
爲
の
眞
面
目
な
試

み
が
常
に
な
さ
れ
て
來
た
と
は
思
は
れ
な
い
。
有
力
な
政
党

は
、
味
方
に
報
ひ
敵
を
懲
す
の
武
器
を
持
つ
て
絶

え
す
司
法
官

の
從
薦
を
誘
惑
し
て
ゐ
る
事
は
事
實
で
あ
る
。
佛
蘭
西

の
古
き
制
度
に
於
て
は
、
官
職

の
費
買
及
び
そ
の
世
襲
制
度
に

依

つ
て
判
事

の
地
位
は
保
障
さ
れ
て
ゐ
た
に
も
拘
ら
す
、
國
王
の
裁
判

へ
の
容
啄
及
び
判
事
の
冤
職
と

い
ふ
事
は
杢
く
御
話
に
な
ら

な
か
つ
た
。
革
命
後
は
凡
ゆ
る
制
度

の
中
に
裁
判
官

の
独
立
の
原
則
は
宣
言
さ
れ
た
。
然
し
そ
れ
は
少
し
も
尊
重
さ
れ
な
か

つ
た
の

で
あ
る
。

ナ
ポ

レ
オ
ン
は
彼

の
意
に
満
た
な

い
裁
判
官
の
冤
官
を
二
度
指
令
し
た
。
撚
も
そ
れ
は
大
規
模
の
も
の
で
あ
つ
た
。
ナ
ポ

レ
オ
ン
三
世
は
停
年
制
を
定
む
る
こ
と
に
依

つ
て
百
三
十
二
名
の
判
事
を
駆
途
し
た
。
獨
逸

に
於
、て
も

フ
レ
デ
リ
ツ
ク
大
王
は
裁
判

所
が
下
し
た
裁
決
を
取
消
し
た
の
み
な
ら
す
、
彼
の
意
に
性
ふ
判
事
を
免
職
し
、
懲
罰
し
、
以
つ
て
屡

々
司
法
行
政
に
干
渉
し
た
も

②

の
で
あ
る
。
彼
の
ナ
ポ

レ
オ

ン
戦
争

の
聞
及
び
其
の
直
後
の
復
古
期
に
は
裁
判

へ
の
行
政
干
渉
事
件
が
更
に
多
く
数

へ
ら
れ
た
。
一
八

四
八
年
以
前
の
獨
逸
自
由
主
義
運
動
の
主
た
る
要
求
の

一
つ
は
、
裁
判
官

の
独
立

の
爲
に
法
律
上
の
保
障
を
設
け
る
と

い
ふ
事
で
あ

つ
た
。
而
し
て
、
十
九
世
紀
の
初
期
の
聞
、
聯
邦
憲
法
は
特
別
規
定
に
依

つ
て
此
の
目
的
を
達
し
た
。
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
も
亦
此

の

③

独
立

の
保
障
を
規
定
し
、
獨
逸

國
全
體

に
之
を
適
用
し
た
。
然
し
獨
逸

に
於
け
る
現
制
度
は
往
時
の
傳
統
に
逆
戻
り
し
て
ゐ
る
。
從

鵬
裁
判
官
は
ナ
チ

ス
覚
…に
と
つ
て
反
対

政
熊
を
根
絶
す
る
に
役
立
て
ら
れ
、不
幸
に
も

ユ
ダ
ヤ
系
の
凡
て
の
判
事
は

い
ふ
迄
も
な
く
、

の

先
の
政
党
に
関
係

あ
る
判
事
に
し
て
ナ
チ
ス
窯

の
爲
め
審
忠
の
誓
を
立
て
ざ
る
者
も
亦
冤
職
さ
れ
だ
。
裁
判
官
の
地
位
の
保
障
と
い

ふ
が
如
き
こ
と
は
、
革
命
直
後
、
政
治
的
感
情
が
最
も
悪
化
せ
る
場
合
に
は
何
の
役
に
も
立
た
な

い
と
い
ふ
こ
と
は
明
で
あ
る
。
然

し
革
命

の
聞
は
佛

.
猫
に
於
け
る
裁
判
官
は
行
政
樺
の
不
當
な
厘
迫
に
対
抗
し
得
る
保
障
を
幾
分
は
持
つ
て
ゐ
た
。
保
障

の
第

一
は



◎

判
事
は
凡
て
絡
身
官
た
る
地
位
を
與

へ
ら
れ
、
法
律
が
決
め
た
停
年
に
到
達
す
る
場
合
若
く
は
特
別
懲
戒
裁
判
所
に
依

つ
て
官
吏
と

し
て
の
義
務
に
違
反
せ
る
も
の
と
判
定
さ
れ
た
場
合
を
除

い
て
は

一
時
的
に
し
ろ
停
職
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

絡
身
官
、
停
年
制
、
そ
れ
だ
け
で
は
裁
判
官

の
独
立
を
保
障
す
る
に
は
充
分
で
な

い
。
判
事
は
叉

一
つ
の
地
位
か
ら
他
の
地
位

へ
の

得
手
勝
手
な
縛
任
か
ら
保
護
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
等

の
國
に
於
て
は
判
事
は
懲
戒
裁
判
所
の
處
分
に
由
る
に
非
ざ
れ
ば
其
の
意
に

の

反
し
て
韓
任
せ
し
め
ら
る
Σ
こ
と
な
き
旨
を
規
定
し
て
ゐ
6

。
尚
独
立

の
問
題
で
重
要
な
関
係

を
有

つ
も
の
は
裁
判
所

へ
の
判
事
割

當
方
法
で
あ
る
。
ナ
ポ

レ
オ
ン
三
世
下
の
佛
蘭
西
に
於
て
は
司
法
大
臣
が
此
の
判
事
割
當
権
を
握
つ
て
ゐ
た

の
で
、
政
府
は
專
ら
政

治
事
件
を
裁
く
に
都
合
よ
き
裁
判
所
を
得
る
爲
に
此
の
権
限
を
用
ひ
た
。
斯
か
る
状
態

へ
の
反
動
と
し
て
佛
蘭
西
、
獨
逸

は
判
事
の

配
置
は
判
事
自
身
の
手
に
委
さ
る
べ
き
だ
と
い
ふ
こ
と
を
規
定
し
て
ゐ
る
。
佛
蘭
西
に
於
て
は
判
事
の
配
置
は
毎
年
大
統
領

.
副
大

統
領
・最
古
参
判
事
よ
り
成
る

一
つ
の
委
員
會
が
之
を
爲
す
。而
し
て
此
の
プ
ラ
ン
は
承
認
を
得
る
爲
め
全
國

の
裁
判
所
に
途
付
さ
れ

ア

　

顔
。
獨
逸

は
此

の
承
認
を
求
め
る
と
い
ふ
瓢
を
除
け
ば
佛
蘭
西
と
同
様
で
あ
徹
。
伊
太
利
の
み
は
今
術
事
件

の
分
配
判
事
の
配
員
に

働

就

い
て
政
府
に
決
定
椹
を
認
め
て
ゐ
る
。
毎
年
國
王
の
命
令
を
以
て
判
事
の
各
裁
判
所

へ
の
割
當
を
叢
表
す

る
の
で
あ
る
。

然
し
、
以
上
述
。へ
來

つ
た
裁
判
官

の
独
立

に
対
す
る
保
障
は
、
任
命
と
昇
級
に
対
し

て
は
常
に
影
響
と
屈
從

の
二
つ
の
通
路
を
開

放
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
判
事

の
任
命

に
際
し
て

一
般
的
に
は
試
験
に
合
格
し
た
者
に
制
限
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
大
臣
自
ら
が
其

の

探
用
椹
者
を
決
定
す
る
。
更
に
、
大
臣
は
正
判
事

へ
の
任
命
に
就

い
て
も
完
全
な
決
定
礎
を
有
し
て
ゐ
る
。
此

の
昇
級
決
定
椹
は
裁

動

判
官

の
独
立

に
対
す

る

一
つ
の
脅
威
で
あ
八る
。
功
績
と
年
長
と

の
調
和
を
計
ら
ん
が
爲

に
精
細
な
規
則
を
設
く
る
と
難
も
、
尚
、
司

裁
判

官

の

征

路

(田
村
)

(第
六
巷

第
二
號

二
〇
五
)

二
七



裁
判

官

の

径

路

(
田
村

)

(第

六
巷

第

一
號

二
〇
六
)

二
八

法
大
臣
の
掌
中
に
は
可
成
り
裁
量

の
鹸
地
が
淺
さ
れ
て
ゐ
る
。
斯
く
し
て
、
司
法
大
臣
は
今
日
術
政
府

へ
の
蓋
力
に
対
す

る
報
酬
と

し
て
昇
進
を
用
ひ
得
る
。
獨
逸
の
司
法
大
臣

レ
オ
ン
ハ
ル
ド
は
自
分
の
手
に
昇
級
の
決
定
樺
を
有
す
る
限
り
、
判
事

の
地
位

の
保
障
及

び
勝
手
に
韓
任
さ
れ
ざ
る
事
實
は
意
に
介
す
る
に
及
ば
す
と
さ

へ
傲
語
し
た
。
普
通
の
判
事
は
共

の
杢
生
涯
を
棘

の
見
放
せ
る
小
さ

恥

き
町
に
豫
審
判
事
叉
は
匠
裁
判
所
判
事
と
し
て
取
淺
さ
れ
る
こ
と
を
欲
し
な
、い
。
故
に
司
法
大
臣
の
み
な
ら
す
、
自
己
の
上
官
に
封

し
て
も
反
抗
す
る
と

い
ふ
こ
と
は
困
難
の
事

で
あ
る
。
或
る
有
名
な
佛
蘭
西
の
政
治
家
が
述
べ
て
ゐ
る
如
く
、「裁
判
所
の
長
官
が
共

の
部
下
に
対
し

て
爲
す
判
断
の
価
値
を
統
制
し
、
且
つ
進
級
表
を
作
成
す
る
方
法
に
し
て
、
實
用
的

・
効
果

的
な
も
の
は
何
等
存
し

吻

な
い
。
そ
れ
故
に
、
判
事
の
生
涯
は
共
の
上
官

に
依
存
す
る
と
云
ふ
事
は
明
で
あ
る
。
そ
れ
は
專
断
椹
の
地
方
分
椹

で
あ
♂

」
の
で

あ
る
。
伊
太
利
に
於
け
る
経
験
も
亦
裁
判
椹
の
独
立

は
昇
進
制
度
内
に

一
つ
の
不
安
な
存
在
を
持
つ
と
い
ふ
事
を
表
し
て
ゐ
る
。
グ

ゆ

ラ
ン
テ
。
は
、

判
事
の
生
涯
は
昇
級
及
び
居
佳
地
に
対
す

る
絶
え
ざ
る
運
動
の
蓮
績
で
あ
る
と
述
べ
て
ゐ
都

。
然
し
、
凡
て
の
申
で

最
も
簡
明
な
叙
甦
は
、
獨
逸

の
ア
デ
ィ
.ケ
ス
に
依
つ
て
鑑
く
さ
れ
る
。
曰
く

「
大
臣
た
ら
ん
と
す
る
意
志
を
勉
棄
す
る
迄
に
は
長

い

　

ロ

時
間
を
要
す
る
」
と
。
斯
く
の
如
く
昇
級

の
豫
想
が
知
ら
す
/
、

の
申
に
裁
判
樺

の
独
立
を
妨
け
る
と
い
ふ
事
は
到
る
所
で
認
め
ら

れ
て
ゐ
る
。
尤
も
昇
級
に
關
す
る
複
雑
な
法
規
が
、
此
の
制
度

の
最
悪

の
効
果
を
改
善
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
之
等

の
規
定
は

司
法
大
臣

の
壇
断
権
を
伐
り
倒
し
た
。
而
し
て
、
有
能
な
判
事
を
し
て
政
府

の
好
意
と
恩
恵
と
に
関
係
な
く
、
或
る
段
階
迄

へ
の
昇

進
を
可
能
な
ら
し
め
て
ゐ
る
。
然
し
、
昇
級
問
題
に
対
す

る
満
足
な
解
決
は
未
だ
見
出
さ
れ
て
ゐ
な

い
。
そ
れ
は
不
可
能
の
事
で
あ

る
が
故
で
な
く
、
何
れ
の
漱
羅
芭

政
府
も
、
眞
に
其

の
解
決
法
を
見
出
さ
う
と
し
な
か

つ
た
か
ら
で
あ
る
。
欧
羅
巴
に
於
け
る
政
治



家
達
は
、
其
の
特
権
を
失
ふ
事
を
好
ま
す
、
叉
從
属
裁
判
官
は
手
近
な
道
具
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

英
國
に
於

い
て
は
、
此
の
裁
判
権

の
独
立

に
關
し
て
は
、非
難
に
債
す
る
程
の
も
の
を
見
出
す
事
は
出
來
な

い
。
高
級
判
事
は
貴
衆

爾
院
全
員

一
致
の
上
奏
に
依
る
場
合
の
外
は
何
人
に
依

つ
て
も
免
官
さ
る
」
事
な
く
、
所
謂
文
字
通
り
の
絡
身

官
で
あ
る
。
州
裁
判

所
判
事
も
其
の
任
期
は
絡
身
聞
に
し
て
、無
能
力
叉
は
不
行
跡
を
理
由
と
す
る
に
非
ざ
れ
ば
免
職
さ
れ
る
事
は
な
い
。
こ
N
に
年
齢
に

制
限
な
き
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
高
級
判
事
は
、
不
行
跡
の
な

い
限
り
免
官
さ
れ
る
事
な
き
を
以
て
、
自
稜
的
に
退
か
ざ
る
限

な

り
は

一
般
に
年
齢
の
故
に
職
を
冤
せ
ら
れ
る
事
は
な

い
し
、
州
裁
判
所
判
事
に
し
て
も
無
能
力
の
理
由
の
中
高
齢
の
結
果
執
務
に
堪

え
す
と
い
ふ
の
が
あ
る
が
其

の
認
定
は
非
常
に
困
難
な
事
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
警
察
裁
判
所
判
事
の
際
に
は
理
論
上
は
無
制
限
に

冤
職
し
得
る
事
と
な

つ
て
は
ゐ
る
が
、
議
会

の
責
任
と
い
ふ
も
の
が
之
を
調
節
し
て
實
際
上
は
唯
無
能
力
叉
は
不
行
跡
の
場
合
に
行

は
れ
る
に
過
ぎ
な

い
。
そ
れ
故
に
独
立
性
は
法
律
上
は
保
障
が
な

い
と
は
云

へ
少
く
と
も
事
實
上
は
保
障
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

韓
任
に
關
し
て
は
英
國
は
大
陸
に
於
け
る
が
如
き
規
定
を
訣

い
で
ゐ
る
。
故
に
當
事
者

の
意
思
を
顧
み
す
し
て
何
時
で
も
行
は
る
＼

の
で
あ
る
。
然
し
高
級
判
事
に
關
す
る
限
り
或
部

の
判
事
を
他

の
部
の
判
事
に
韓
す
る
も
其
の
地
位
は
法
律
上
の
み
な
ら
す
事
實
上

も
亦
全
然
同

一
で
あ
る
か
ら
、
蝕
で
は
此

の
保
障

の
な

い
こ
と
は
深

い
意
味
の
あ
る
も
の
で
な

い
様
に
思
ふ
。
爾
警
察
裁
判
所
判
事

に
關
し
て
い
へ
ば
法
律
上

の
韓
任
は
行
は
れ
て
ゐ
な

い
。
何
と
な
れ
ば
人
は
警
察
裁
判
所
判
事
そ
の
も
の
と
し
て
任
命
せ
ら
れ
る
も

の
で
な
く
寧
ろ

一
定

の
都
市

の
警
察
裁
判
所
判
事
と
し
て
任
命
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。「
而
し

て
各
異
つ
た
都
市
の
警

察
裁
判
所
判
事
は
互
に
何
等

の
系
統
的
関
係

に
立

つ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
倫
敦
の
警
察
裁
判
所
判
事
が
地
方
に
轄
ぜ
ら

軸裁

判

官

の

征

路

(
田
村

)

(焼弟
六
巻

焼弟
一
號
叩

二
〇

七
)

二
九



裁

判

官

の
征

路

(田
村
)

(第
六
巷

第

一
號

二
〇
八
)

三
〇

れ
る
と
す
れ
ば
彼
は
先
づ
其

の
倫
敦
に
於
け
る
地
位
を
冤
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
後

に
再
び
任
命
せ
ら
れ
る
こ
と
N
な
る
。
勿

論
此
の
事
が
法
律
上
の
意
味
に
於
け
る
縛
任
と
爲
ら
な
い
事
及
び
判
事
を
地
方
に
轄
す
る
と
云
ふ
目
的
は
彼

を
冤
官
さ
す
の
十
分
な

薗

る
理
由
と
な
ら
な

い
事
は
明
白
で
あ
る
L。
か
る
が
故
に
事
實
上
の
轄
任
は
判
事
自
身

の
同
意
な
く
し
て
出
來

な
い
こ
と
で
あ
ら
う
。

絢

但
し
州
裁
判
所
判
事

は
全
國
を
通
じ
て
統

一
的
に
組
織
さ
れ
て
居
り
こ
N
で
は
轄
任
は
無
制
限
に
可
能
で
あ
る
。
要
す
る
に
裁
判
官

の
独
立
を
確
保
せ
ん
が
爲
め
の
免
職
縛
任
に
關
し
て
は
大
陸
と
英
國
と
に
於
て
大
き
な
差
異
を
認
め
得
な
い
。
只
残
さ
れ
た
問
題
は

昇
級

の
有
無
で
あ
る
。
既
に
屡

々
述
べ
た
る
が
如
く
大
陸
の
判
事
に
と
つ
て
は
昇
級
は
必
要
訣
く
べ
か
ら
ざ

る
物

で
あ
る
。
然
る
に
英
國
に
於
て
は
昇
級
と

い
ふ
こ
と
を
殆
ん
ど
豫
期
せ
ざ
る
が
故
に
行
政
権

に
対
し

て
敢
え
て
阿
謹
す
る
必
要
が
な

い
。
最
近
英
國
の

一
學
徒
は
大
陸
の
制
度
を
自
國
の
制
度
に
比
較
し
て
、「英
國

の
制
度

の
下
に
於
て
は
裁
判
模
独
立

の
困
難
は
昇
級

働

と

い
ふ
考
を
判
事

の
径
路
か
ら
殆
ん
ど
凡
て
分
離
す
る
こ
と
に
依

つ
て
避
け
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
結

ん
で
ゐ
る
。
此
の
特
色

は
從
來
あ
ま
り
注
意
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
そ
れ
だ
け
に
特
筆
に
債
す
る
も
の
で
あ
る
。

m

此
の
歴
史
に
就
て
は

將
來
獨
逸

國

に
於

て
任
命

さ
れ

る
所

の
新
到
事
は
「
ナ
チ
ス
党

の
首
領
に
自
ら
進

ん
で
快
く
服
從
す

る
能
力
」
を
有
す
る
人
蓮
で
あ

る
。

(breath of life)
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a M
agistrature (1882), p. 159 et seq.

A
ubin, D

ie E
ntw

ickelung der R
ichterlichen U

nabhangigkeit (1906), S. 9. ff. 

V
erfassung des deutschen R

eichs (1919), A
rt. 102-104. 

G
esetz zur W

iederherstellung des B
erufusbeam

tentum
s (A

pril 7. 1933), 34. G
esetzblatt 175.

K
ern, in



現
在
獨
逸

の
判
事
は
悉
く
政

治
運
動

の
指
揮
者
た
ら
ね
ば
な
ら
ん
。

そ
し

て
自
己

の
裁
定

の
決
定

的
要

素

と
し

て
首
長

の
命
令
を
取
リ
入
れ

る
義
務
を
有

す
。

◎

佛
蘭
西
.
獨
逸
に
於

て
は
此

の
懲

戒
裁

刎
所
は
最
高

判
事

を
以
て
構
成
す

る
。

普
魯

西
亜
に
於

て
は
此

の
裁
判

所
は
高

等
地

方
裁
判
所

の
懲
戒

部

又
は
ベ

ル
リ

ン
控
訴
院

の
大
懲

戒
部

で
あ

る
。

伊

太
利
が
此
の
目
的

の
爲

め
に
持

つ
裁
判
所
は
他

に
類
例

が
な

い
。
即
ち
國
王
に
依
り
任
命

さ
れ
た
最
高
判
事
、
上
院
議
員

を
以
て
構
成
す
る
。

而
し
て
上
院
議
員
は
辯
護
士

叉
は
剣
事
た
ら
ざ
り
し
も
の
よ
り
任
命
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な

つ
て
ゐ
る
。
政
治
的
勢
力

の
影
響
を
豫
想

す

る
こ
と
な
し

に
は
此

の
上
院
議
員
介
入

の
理
由

を
了
解
す
る
に
苦
し
む
。

α0

此
の
主
張

を
立
証
す
る
例
は
各
國

か
ら
引
用
さ
れ
得

る
。

そ
の
典
型
的
な
も
の
は
佛
蘭
西

の
経
験
か
ら

の

一
つ
の
説
明

で
あ

る
。
ナ

ポ
レ
ォ

ン

三
世

の
統
治

の
間
、
政
敵

が
巴
里

の
輕
罪
裁
判

所

の
第
六
刑
事
部
に
依

つ
て
審
剣

さ
れ
た
。

一
八
五
九
年

か
ら

一
八
六
七
年
ま
で
此

の
裁

判
所
に

長
た

り
し
判
事
は
悉
く
任

期

一
ケ
年
後

に
は
控
訴
院

に
登
用
さ
れ

た
。

裁
判

官

の

裡
.
路

(
田
村

)

(
第
六
巷

第

一
號

二
〇
九
)

三

一

1934 D
eutsche Justiz. S.  237-239.

Freisler, in 1933 Preussische Justiz, S. 383,
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m
ergericht)
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裁
判
官

の

径

路

(
田
村

)

(
第
六
巷

第

一
號

一
二

〇
)

三

二

A
d
i
c
k
e
s
,
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
 
4
0
.

向

本
稿

一
九
頁

に
於

て
は
地
方

の
警
察
裁
判
所
判
事

が
倫
敦

の
警
察
裁
判

所

判
事
に
任
命

せ
ら
れ
た
事
を
昇
進

の
如
く
取
扱

つ
た
が
斯
く

の
如
き

昇
進

は
法
律
上

の
昇
進
と
云
ふ
よ
り
は
寧

ろ
事
實
上

の
昇
進
と
見
る
べ
き
で
あ

る
。

・

16

英
國
裁
判
所
独
立

の
悶
題
及
び
此
の
独
立

性
を
法
律
上
保
証
す
る

の
問

題
に
就

て
は
司
法
質
料
四

五
號

七
三
頁
ー

八
三
頁

17
E
n
s
o
r
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
 
p
.
 
4
3
.

結

語

大
陸
に
於
、け
る
裁
判
官

の
昇
級
状
態

を
非
難
す
る
こ
と
は
、
裁
判
官
の
径
路
と
し
て
の
全
擬
念
を
責
め
る
こ
と
で
は
な

い
。
特
殊

の
國
家
機
能

の
實
行
に
対
し
個
人
を
補
充
す
る
方
法
を
規
則
正
し
く
規
定
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
黙
に
於
て
寧
ろ
大
陸
の
制
度
は
學
ぶ
べ

き
で
あ
る
。
若
し
大
陸
諸
國
が
最
初
優
秀
な
青
年
を
し
て
判
事
志
望
に
惹
き
付
け
る
に
就

い
て
、
も
つ
と
奨
働
的
な
規
定
を
置
き
且

つ
才
能

の
成
長
を
許
す
が
如
き
方
法
に
於

い
て
其
の
径
路
を
編
制
し
得
た
と
し
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く
現
在
よ
り

一
暦
良
好
な
結
果
を

招
致
し
得
た
に
ち
が
ひ
な
い
。

英
國
は
独
自

の
選
任
方
法
に
依

つ
て
少
数
に
し
て
優
秀
な
る
判
事
を
獲
得
し
て
ゐ
る
事
は
既
に
述
べ
た
る
如

く
な
れ
ど
も
、
そ

の

代
償
と
し
て
無
給
の
判
事

の
労
働
に
於

い
て
訴
訟
費
用
の
多
額
な
る
瓢
に
於

い
て
t

そ
の
原
因
の

一
端
は
始
審
に
於
け
る
或
る
訴

訟
及
び
凡
て
の
上
訴
に
対
し
首
府
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
事
實
に
依
る
ー
ー
多
大
の
犠
牲
を
彿
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

比
較
は
常
に
評
価

を
基
礎
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
此
の
意
味
に
於
け
る
大
陸
制
度
と
英
國
制
度
と
の
比
較
は
に
は
か
に



之
を
よ
く
爲
し
得
べ
く
も
な
い
。

何
と
な
れ
ば
大
陸
の
法
典
主
義

(
C
o
d
e
-
L
a
w
 
S
y
s
t
e
m

)

と
英
國

の
判
例

法
主
義

(
C
a
s
e
-
L
a
w

S
y
s
t
e
m

)
と
の
相
違
が
判
事
の
選
任
及
び
訓
練
の
方
法
に
於
け
る

大
陸
制
度
と
英
國
制
度
と
の
差
異
を
齎
せ

る
も
の
に
し
て
爾
制
度

は
理
論
と
し
て
は
そ
れ
ノ
、
の
判
事
に
熟
練
を
確
保
す
る
に
最
適

の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
如
何
な
る
場
合
に
も
封
踪
的

の
立
場

の
中
に
あ
る
理
論
及
び
制
度
中
の
眞
理
の

一
面
を
無
視
す
る
事
は
出
來
な
い
も
の
で
あ
る
。

①
E
n
s
o
r
,
 
 
o
p
 
c
i
t
.
 
p
p
.
 
8
3
-
8
5
.

裁

判

官

の

径

路

(田
村
)

(第
六
巷

第

一
號

二
一
一
)

三
三


